
事  業  報  告  書 

 

令和７年４月２８日  

 

 北海道教育委員会 様 

                                                

江別市西野幌６８５番地１ 

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 

公益財団法人北海道埋蔵文化財センター 

      理 事 長   長  沼    孝 

電話番号 011-386-3231 

 

 北海道公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例の施行に関する教育委員会規則第

１０条の規定により、次のとおり令和６年度事業報告書を提出します。 

 

記 

 

公の施設の名称    北海道立埋蔵文化財センター 

 

１ 管理に係る業務の実施状況及び当該公の施設の利用状況に関する事項 

    別紙１・２ 

 

２ 使用料又は利用料金の収入の実績に関する事項 

令和６年度において、当該施設では使用料並びに利用料金等の収入実績はありません。 

 

３ 管理に係る経費の収支状況に関する事項 

    別紙３ 

 

４ 管理の目標に係る達成状況に関する事項 

    別紙４ 

 

５ その他教育委員会が必要と認める事項 

    別紙５  
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別紙１ 

 

１ 管理に係る業務の実施状況に関する事項 

 

(1) 指定管理業務の基本的な運営方針に基づく指定管理業務の実施状況 

ア 運営方針 

(ｱ) 調査研究事業等として、道内所在の重要遺跡確認調査、埋蔵文化財の保護、保存、活用

を図り、効果的・効率的な調査方法及び最新技術に関する研究、出土文化財の保存処理、

分析、同定、鑑定を行った。 

また、出土文化財の収蔵・保管については、北海道出土文化財取扱要綱等により整理・

保管し、いつでも活用できるよう管理した。 

(ｲ) 普及啓発事業として、埋蔵文化財の基礎的知識を養い、保護の必要性を示す展示公開を

行うとともに、各種資料・情報を道民に提供することなどにより、埋蔵文化財に触れ親し

む機会を拡大し、埋蔵文化財保護思想の普及啓発と意識の高揚を図った。 

また、各分野の専門家を招いての講演会開催、児童・生徒や一般住民を対象とした、

埋蔵文化財の基礎的な学習や、調査現場での体験発掘・石器作り等を行い、埋蔵文化財に

対する関心と理解を深め、保護思想の高揚を図った。 

 イ 維持管理方針 

(ｱ) 施設の衛生的環境の確保や空気調和・給排水衛生設備の点検、消防用設備等に係わる点

検業務、自家用工作物の保安管理などの維持管理は、関係法令等に基づき実施し、施設利

用者の安全と快適な環境の確保に努めた。 

(ｲ) 利用者が常に快適に利用できるよう、適切な施設の管理を行い、施設の利用状況を常に

把握し、効率的な施設保守点検、警備等を実施し、善良なる管理者の注意をもって事故、

災害、犯罪等を未然に防止するよう努めた。 

    

 

(2) 組織体制、人員配置、研修等の実績 

ア 組織体制、人員配置計画 

北海道立埋蔵文化財センターの管理運営に直接携わる職員は、別紙「組織体制等」の組織図

のとおりであり、事務分掌により職員を配置した。 

実務は、役員２人、総務部４人及び調査部７人の合計１３人がそれぞれの業務に関わって

実施した。 

「北海道立埋蔵文化財センター」の業務実施上の機構としては、理事長を所長とし、副理事

長及び専務理事を副所長として管理運営の総括的な責任体制を整え、総務部は主として要求水

準書で示された維持管理業務及び運営業務を、調査部は主として調査研究事業、収蔵保管事業

及び普及・啓発事業を担当し、担当課に適任者を配置した。 
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イ 研修実績 

公益財団法人北海道埋蔵文化財センターは、定款に定められた事業をより充実し実施する上

からも、また、道内のセンター的な役割を果たしていくためにも、職員がより専門性や必要な

技術を習得していくことが求められていることから、職員の研修には可能な限りの措置を行っ

た。一部はオンライン開催となった。 

 

 

 内容 実績 実施日時 場所 備考 

文化財に

係る専門

機関等の

研修等 

独立行政法人 

国立文化財機構 

奈良文化財研究所 

令和６年度文化財 

担当者研修 

文化財デジタル 

アーカイブ課程  

１名 

R6.7.22

～

R6.7.26 

オンライン  

令和６年度文化財担当者

専門研修「遺跡調査技術

課程」 

遺跡調査技術課

程 １名 

R6.9.30

～

R6.10.4 

独立行政法人 

国立文化財機構  

奈良文化財 

研究所 

 

公益法人

講座等 

全国公益法人協会 

主催等 

夏期特別講習会 

(公益認定法改

正) 

２名 

R6.7.26 

 

東京都 

千代田区 

 

公益法人講習会

(公益・一般法人

会計) 

２名 

R6.8.28 札幌市  

その他   

セミナー

等 

新札幌年金事務所 

主催 

令和６年度 

算定基礎届事務 

講習会 １名 

R6.6.14 札幌市  

一般財団法人 

北海道社会保険協会主催 

社会保険事務 

講習会 

１名 

R6.10.8 札幌市  

一般財団法人 

北海道社会保険協会主催 

労働保険事務 

講習会  

１名 

R6.11.14 札幌市  
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別紙

組織体制等

 ① 総括責任者

役 職 名 氏  名 団体の役職名 備  考

所 長 長 沼  孝 理 事 長

 ② 組織図 （令和６年４月１日現在）

総務課

課長    

嘱託

参与

3

(1) 会計課

課長  

常務理事
1

（兼務） 普及活用課

1 (1) (1) 課長

主査

主査  

主任  

4

1 第 1調査部第 1調査課

課長

主査

2

総務部長

理事長

長沼 孝
専務理事

第 1調査部長

（兼務）
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③ 事務分掌

課名等 内　　　　　容

総務課

　１ 予算に関すること
　２ 指定管理者に係る協定に関すること
　３ 業務委託契約に関すること
　４ 庁舎の維持管理・取締りに関すること
　５ 臨時職員に関すること
　６ 保険に関すること

会計課

　１ 職員給与及び役員報酬の支給に関すること
　２ 決算及び会計事務に関すること
　３ 会計帳簿の記録管理及び証拠書類の編集、保管に関すること
　４ 資金の管理に関すること

普及活用課

　１ 公立埋文協に関すること
　２ 団体入館者、問い合わせの対応に関すること
　３ 調査研究事業に関すること
　４ 収蔵保管事業に関すること
　５ 普及啓発事業に関すること

第１調査部
第１調査課

　１ 出土文化財の保存科学に関すること
　２ 自然科学的調査と分析に関すること
　３ 普及活用に係る写真に関すること
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④ 緊急時連絡体制

 （発見者）

１ 第１発見者は、下記の第１連絡者と連絡がとれない場合は、第２連絡者又は第３連絡者に連絡（電話）する。

    ① 総務部長            第１連絡者

    ②  第１調査部長        第２連絡者

    ③  第２調査部長        第３連絡者

２ 第１連絡者～第３連絡者は、連絡を受けた場合、理事長、専務理事、総務部長に連絡する。

３ 総務部長は関係機関、文化財・博物館課等へ連絡する。

４ 各部長から各課長へ連絡する。

５ 各課長は、課員に連絡する。

1　火災発生連絡系統図

防火管理者 消防署

総務部長 道教委文化財・博物館課

道教委文化財・博物館課 理事長

警備委託会社 総務部長

消防署 職員連絡網 事務局長

道教委文化財・博物館課主幹 理事長

当日勤務職員 総務部長

消防署 職員連絡網 事務局長

2　警察への連絡系統図

総務部長 江別警察署

総務課長 道教委文化財・博物館課

理事長

警備委託会社 総務部長

江別警察署 道教委文化財・博物館課主幹 事務局長

理事長

当日勤務職員 総務部長

江別警察署 道教委文化財・博物館課主幹 事務局長

3　病院への連絡系統図

総務部長

総務課長

救急指定病院 理事長

当日勤務職員 総務部長

事務局長

病　　　院

土曜
・
日曜
・
祝日
開館日

平日
昼間

通報連絡班

夜間
・
休日

土曜
・
日曜
・
祝日
開館日

平日
昼間

職　　　員

夜間
・
休日

土曜
・
日曜
・
祝日
開館日

平日
昼間

職　　　員

指示

指示
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(3) 事業等の実施項目、年間スケジュール等に対する実績

 ア 事業及び業務の実施項目

(ｱ) 企画展示

① ・ 事 業 名： 「(公財)北海道埋蔵文化財センター令和５年度調査成果」展

      ・ 開催期間： 令和６年３月２３日（土）～５月２６日（日）

         ・ 展示内容：  （公財）北海道埋蔵文化財センターが令和５年度に実施した発掘調査

と整理作業の成果を、出土した遺物を中心に写真や解説パネルなどで

紹介した。

        ② ・ 事 業 名： 「遺跡と関わる世界遺産 百舌鳥・古市古墳群」パネル展

           ・ 開催期間： 令和６年７月６日（土）～９月２９日（日）

           ・ 展示内容：  世界遺産である百舌鳥・古市古墳群の特徴、地域、時期における特色

を紹介。世界遺産や古墳時代への関心を高め、古墳時代における葬送

文化の存在、葬送儀礼の舞台として築造された古墳や古墳時代の文化

への理解を深めることを目的とする。写真や展示、解説パネルなどで

紹介した。

                          

        ③ ・ 事 業 名： 「北海道・北東北の縄文遺跡群 ３」展

           ・ 開催期間：  令和６年１２月７日（土）～令和７年２月２３日（日）

           ・ 展示内容： 令和３年７月に世界遺産となった「北海道・ 北東北の縄文遺跡群」

の内容について、主に写真を用いて紹介した。

        

  (ｲ) 講演会等 （道民カレッジ連携）

       ① ・ 事 業 名： （公財）北海道埋蔵文化財センター令和５年度調査報告会

           ・ 開催日時： 令和６年４月２０日（土） １３：３０～１５：３０

           ・ 内  容： 令和５年度に（公財）北海道埋蔵文化財センターが調査を行った重要

跡確認調査（興部町興部豊野竪穴群Ｂ）の概要や各遺跡（松前町福山

城下町遺跡・長万部町豊野３遺跡・苫小牧市有珠川７遺跡・千歳市

美々４遺跡）について、スライドを使用して各遺跡の調査員が発掘調

査についての成果報告を行った。

     ・ 参 加 者： ５１名

② ・ 事 業 名： 春季講演会「古墳の始まりから終焉まで１」

「コシの国からみた古墳の始まりから古墳の終焉まで」

           ・ 開催日時： 令和６年５月２５日（土） １３：３０～１５：３０

           ・ 講  師： 公益財団法人石川県埋蔵文化財センター参事  伊藤 雅文 氏

     ・ 内  容： コシの古墳時代についての始まりから終焉までにかけて、コシという

地域や地場産業、コシの勾玉や管玉などの玉作りと古墳の築造と、他

の地域の玉作りと古墳の築造、玉作りをしない地域との違いなどの解

説いただいた。また、古墳時代の軍事に係る甲冑や武器の特徴、古墳

の中の横穴式石室、古墳時代の終末期における古墳の展開、コシの横

穴墓などについてもお話しいただいた。

           ・ 参 加 者： ６５名
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        ③ ・ 事 業 名： 冬季講演会「キーワードで読み解く北海道・北東北の縄文遺跡群３」  

「北海道・北東北の縄文集落」 

        ・ 開催日時： 令和７年１月２５日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： いのちの文化・芸術ＮＰＯ代表理事  高田 和徳 氏 

           ・ 内  容： 北海道・北東北における縄文遺跡群について、縄文時代の時代背景・

十和田火山の噴火や円筒土器文化圏成立やその圏内での大型集落の出

現について解説いただいた。また、御所野遺跡のうつりかわりに触

れ、御所野ムラのはじまりから竪穴住居の分布の特徴についてⅠ期

（～5,000年以前）からⅤ期（4,500年～4,200年）の変遷について、

お話しいただいた。 

        ・ 参 加 者： ８８名 

 

   (ｳ) 考古学講座（道民カレッジ連携） 

 

        ① ・ 事 業 名：「遺跡と関わる世界遺産」  

「世界遺産 百舌鳥・古市古墳群」 

           ・ 開催日時： 令和６年７月２７日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 藤井寺市教育委員会文化財保護課文化調査員  福田 英人 氏  

           ・ 内  容： 古墳及び古墳時代についてのあらましや概要、古墳時代における葬送

文化の存在や、葬送儀礼の舞台としての古墳の築造、副葬品、埴輪な

どの時代による推移を通し、世界遺産の百舌鳥・古市古墳群について

詳しく解説いただいた。また、世界遺産に対する評価基準などの総合

的所見に触れ、世界遺産の価値に対する情報発信、資産及び緩衝地帯

の保全・保存への取り組み、世界遺産以外の地域の文化遺産保護等、

これからの課題について文化財保護の観点からお話しいただいた。 

           ・ 参 加 者： ７０名 

 

    ② ・ 事 業 名： 「はっけん・体験 古墳人の装い」 

         ・ 開催日時：  令和６年８月３日（土） １３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 藤井寺市教育委員会文化財保護課主査  山田 幸弘 氏 

           ・ 内  容： 古墳時代の衣装と甲冑についてあらましや概要を、魏志倭人伝や古事

記、日本書紀などの文献を参考に、時代考証を踏まえて各時代の衣装

や甲冑について素材や特色、髪型や装飾品などの変遷についての解説

していただいた。また、講座参加者は麻の衣装や、精巧な復元品の甲

冑や装飾品などを実際に着用・装着し、古墳時代の装いについて体験

した。 

      ・ 参 加 者： １３名 

 

    ③ ・ 事 業 名：「古墳の始まりから終焉まで２」 

             「関東の古墳」 

           ・ 開催日時： 令和６年９月２１日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 群馬県文化財保護課文化財専門官  深澤 敦仁 氏 

           ・ 内  容：  古墳が多いことで知られる群馬県地域の古墳時代にフォーカスし、古

墳時代の始まりから古墳時代の背景、東日本の拠点として群馬を選ん

だと考えられる考察や社会背景及び、樽式土器の分布や古墳の築造に

ついて、長年群馬県下で古墳調査を行ってきた講師により解説いただ

いた。また、古墳時代における馬の登場によってもたらされた繁栄

や、馬の埴輪が多く存在することについても学説に触れ、お話しいた

だいた。 

           ・ 参 加 者： ７７名 
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④ ・ 事 業 名：  「古墳の始まりから終焉まで３」  

「東北・北海道の古墳」 

           ・ 開催日時： 令和６年１０月２６日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 東北大学総合学術博物館教授  藤澤 敦 氏 

           ・ 内  容：  東北北部と北海道地域の古墳の造営の大きな特色について、なぜこ

の地域は古墳時代終末期から奈良・平安時代になり、はじめて古墳を

造営することになったのかを、長年この地域の当該期の研究をされて

いる講師に近年の研究状況についてお話しいただいた。また、東北・

北海道の各地の遺跡や古墳、発掘された土器等などに触れ各地域の特

色についても解説いただいた。 

      ・ 参 加 者： ７５名 

 

        ⑤ ・ 事 業 名：  「比べてわかる道内の竪穴群３」 

「縄文・続縄文時代の集落遺跡と北海道東部の竪穴式住居跡群」 

           ・ 開催日時：  令和７年３月１５日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 室蘭市都市建設部土木課管理係主査  松田 宏介 氏                     

           ・ 内  容：  道立センター５期目の要求水準書に、年１度以上「北海道内の竪穴

群」の講座・講演会を行う指示のもと、それに合わせて令和４年度か

ら「比べてわかる道内の竪穴群」のシリーズを開始している。３回目

の今回は「縄文・続縄文時代の集落遺跡と北海道東部の竪穴住居跡

群」と題し、縄文時代の集落遺跡と北海道東部の竪穴住居跡群につい

て、造詣の深い講師からお話しいただいた。 

      ・ 参 加 者： ８０名 

 

   (ｴ) こども考古学教室 

① ・ 事 業 名： 「こども考古学教室」まいぶん遺跡探検隊（第１次） 

「はっけん・体験 古墳人の装い」 

           ・ 開催日時：  令和６年８月４日（日）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： 藤井寺市教育委員会文化財保護課主査  山田 幸弘 氏  

           ・ 内  容： 古墳時代の衣装と甲冑についてあらましや概要を、魏志倭人伝や古事

記、日本書紀などの文献を参考に、時代考証を踏まえて各時代の衣装

や甲冑について素材や特色、髪型や装飾品などの変遷について、こど

も向けに解説していただいた。また、講座参加者は麻の衣装や、精巧

な復元品の甲冑や装飾品などを実際に着用・装着し、古墳時代の装い

について体験した。 

           ・ 参 加 者： ２１名 

 

    ② ・ 事 業 名：  「こども考古学教室」まいぶん遺跡探検隊（第２次） 

「縄文土器のヒミツをさぐれ！ 復元に挑戦しよう！」                       

           ・ 開催日時：  令和６年８月１０日（土） １３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 芝田 直人 

           ・ 内  容： 主に土器の接合と復元をテーマにした体験学習を通じ埋蔵文化財への

関心を高めることを目的としている。前半は縄文土器について各地域

の縄文土器の特色・土器の形式や文様などの解説し、実際に土器を触

ってみる体験を行った。後半は土器の整理作業の各課程について遺物

の整理・記録方法など初心者にも理解しやすい説明を試みた。参加者

は実際に土器の接合・復元を体験し、復元した土器を基にその形式や

文様から土器の時代について考察した。 

      ・ 参 加 者： １９名 
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③・ 事 業 名： 「親子ガラス玉つくり教室」 

           ・ 開催日時：  令和６年１１月９日（土）１３：３０～１５：３０ 

      ・ 講  師： 遠軽町教育委員会  瀬下 直人 氏 

           ・ 内  容： 巻付け法によるガラス玉つくり教室を実施した。内容は①製作方法・

注意事項に関する座学、②講師実演、③ガラス玉つくり体験、④製作

体験の振り返り、⑤ガラス玉模様付け体験（トンボ玉）、⑥徐冷した

ガラス玉の回収。ガラス玉つくりでは子供一人につきガスバーナーを

一つ設置し、保護者には子供のサポートをお願いした。２時間半ほど

の間で、一人につき５～７個程度のガラス玉と１つ程度のトンボ玉を

製作した。参加者が座学・体験のなかで積極的に質問するなど高い学

習意欲を持って取り組む姿が多くみられた。 

           ・ 参 加 者： １５名 

 

         ④・ 事 業 名： 「こども考古学教室」 まいぶん遺跡探検隊（第３次）  

「火おこしに挑戦！」 

           ・ 開催日時：  令和７年１月１１日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 坂本 尚史 

           ・ 内  容： 教室は座学と体験学習の二部構成とし、親子での参加をお願いした。

第一部は謎解き型式の座学「人と火の歴史を探れ」、第二部は体験学習

の「火おこしに挑戦」を実施。回転摩擦式を主体に「きりもみ式」「弓

ぎり式」「ひもぎり式」「舞いぎり式」の４つと、「火花式」の火おこ

しを親子で協力して行い、最後に現代のマッチとライターを体験し比較

した。参加者は積極的に発言し課題に取り組んでいた。まとめとして、

人は火からたくさんの恩恵を受けるが正しく取り扱う必要があることを

伝えた。 

           ・ 参 加 者： １８名 

 

        ⑤ ・ 事 業 名： 「こども考古学教室」 まいぶん遺跡探検隊（第４次）  

「雪の中で発掘調査に挑戦！」 

           ・ 開催日時：  令和７年１月１８日（土）１３：３０～１５：３０ 

           ・ 講  師： （公財）北海道埋蔵文化財センター普及活用課 芝田 直人 

           ・ 内  容： 雪を掘り込み、埋め戻した模擬的な土坑の発掘調査体験を実施した。

発掘道具を利用して検出から完掘までの一連の発掘調査の手順を体験す

ることにより、埋蔵文化財調査の観点や遺構の性格についての判断など

を学ぶことを目的としている。 

  第１部「発掘調査のヒミツをさぐれ！」では埋蔵文化財や発掘調査に

ついて基本的な説明を行った。第２部「どうしてお墓だとわかった

の？」では土坑の種類や墓の認定について解説した。第３部の「発掘調

査にちょうせん！」では、まず発掘調査の道具・手順などを説明し、屋

外で一連の発掘体験を行った。最後に、掘り出したミニチュアのママチ

土面や美々４遺跡の土製品について解説した。また体験手帳も配布し、

スマートフォンで撮影した調査写真を貼り付けができるようにするな

ど、実際の発掘に係る作業を体感できるよう試みた。 

 

           ・ 参 加 者： ８名 
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      (ｵ) 出前講座 

 

 

 

   (ｶ) 研修会 

 

   ①・ 事 業 名： 令和６年度埋蔵文化財担当職員出前研修会  

「文化財デジタルデータの利活用について」 

    ・  開催日時： 令和６年９月１２日（木） 

    ・ 開催場所： 北見市ところ遺跡の森 

    ・ 内  容：研修１:「廉価型機材を用いた文化財の記録とデータ利活用 

－調査迅速化と高次化のために－」  

研修２：「ワークショップ：文化財デジタルを迅速に取得し、活用する」 

奈良文化財研究所企画調整部主任研究員 髙田 祐一 氏              

    ・ 参 加 者：市町村職員等９名、センター職員２名、計１１名。           

 

   ②・ 事 業 名：  

       ・ 開催日時： 令和６年１２月１３日（金） 

    ・ 開催場所： 北海道立埋蔵文化財センター研修室 

    ・ 内  容： 令和６年度埋蔵文化財担当職員研修会Ⅱ  

「埋蔵文化財発掘調査の現状と文化財デジタル  

データの利活用について（Ⅱ）」 

研修１:「埋蔵文化財保護行政の現状と課題」 

文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門主任文化財調査官 近江 俊秀 氏 

研修２:「講義：取得した調査データをいかにして公開活用に利用するか」 

研修３:「ワークショップ：文化財デジタルデータでＡＲコンテンツ等を作

成する」 

奈良文化財研究所企画調整部主任研究員  高田 祐一 氏 

・ 参 加 者： 市町村職員等２１名、センター職員６名、計２７名  

 実施場所 実施日 
参加 

人数 

１ 東神楽町立東神楽小学校 令和６年 ６月１４日（金） ３３名 

２ 興部町中央公民館 令和６年 ６月１５日（土） １４名 

３ 蘭越町民センター 令和６年 ８月 ６日（火） ２１名 

４ 雨竜町公民館 令和６年 ９月２８日（土） ２０名 

５ 厚岸町立真龍小学校 令和６年１０月１２日（土） ２１名 

６ 木古内町郷土資料館 令和６年１１月１６日（土） ２８名 

７ 上ノ国町総合福祉センタージョイじょぐら 令和６年１１月１７日（日） ３１名 
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  イ 年間スケジュール 

        以下のとおり 

 

 

区　分

教育連携講座

講演会

年報等の作成・配布等

講
座
等
の
開
催

考古学講座

こども
考古学教室

出前講座

収蔵
・保管
事業

受入、分類・整理、保管等

普
及
啓
発
事
業

展示公開

常設展示

企画展示

特別利用等

３月

調
査
研
究
事
業

重要遺跡確認調査

埋蔵文化財の調査研究

分析・鑑定・保存処理等

市町村
支援

研修会等の開
催

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月８月項　　　　目 ４月 ５月 ６月 ７月

調査報告会

春季講演会

冬季講演会

古墳人の装い

画期の考古学２

画期の考古学３

比べてわかる道内の竪穴群３

北海道遺・北東北の縄文遺跡群３展

まいぶん遺跡探検隊３・４

まいぶん遺跡探検隊１・２ 親子ガラス玉つくり

研修会出前研修会

調査成果展

現地調査・打ち合わせ

浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡

遺跡と関わる世界遺産 パネル展

遺跡と関わる世界遺産

７回実施
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(4) 各業務の実施計画に対する実績  

 

 ア 利用提供業務に関する実績（開館日・休館日・開始時間等及び具体的な利用提供の実績） 

    (ｱ) 開館日・休館日 

        設置条例第７条ただし書きの祝日開館日及び臨時休館日は次のとおりとした。 

 

区 分              月   日          理   由 

 

祝日開館日 

 

  ４月２９日（月）昭和の日   

道民サービス向上のための開館

  

               

  ５月 ３日（金）憲法記念日 

  ５月 ４日（土）みどりの日 

  ５月 ５日（日）こどもの日 

   ７月１５日（月）海の日 

  ８月１１日（日）山の日 

   ９月１６日（月）敬老の日 

  ９月２３日（月）秋分の日 

 １０月１４日（月）スポーツの日 

 １１月 ３日（日）文化の日 

 

臨時休館日 

 

  ４月３０日（火）      

展示替等による休館 

 
  ５月 １日（水） 

   ８月１３日（火） 

  ９月１７日（火） 

  ９月１８日（水） 

 １１月 ５日（火） 

  １月１４日（火） 

  ３月１８日（火） 

   ３月１９日（水） 

  ３月２１日（金） 

 

    (ｲ) 開館時間 

         開館時間は、午前９時３０分から午後４時３０分までとした。 

 

    (ｳ) 利用提供業務の実施実績 

       ａ 障害者・高齢者等の取り組みについて 

      現在、道立埋蔵文化財センターの駐車場から常設展示室までのアプローチには障害

者、高齢者等に対応する施設・設備として、車椅子用専用駐車場（２台分）、正面玄関

自動ドア、触知案内サイン（音声サイン付）、誘導用点字ブロック、オストメイト対応

トイレ（汚物流し対応トイレ）、エレベーター、非常時誘導音付き点滅型誘導灯、車イ

スが設置されている。これらを有効に活用し、障害者、高齢者等が利用しやすい施設管

理を行った。 

    ｂ 職員配置について 

     常設展示室、ホールに職員を配置し利用者への案内や、貴重な埋蔵文化財の監視業務に

従事する他、介助を必要とする障害者や高齢者等の補助等を行った。 

    ｃ 施設紹介について 

     道立埋蔵文化財センターは、子どもから高齢者まで誰でもが利用できる施設である。そ

のため、ホームページを活用し、車椅子用専用駐車場、正面玄関自動ドア触知案内サイ

ン、誘導用点字ブロック、オストメイト対応トイレ、エレベーター非常時誘導音付き点滅

型誘導灯、車イスが設置されていることを紹介した。 

     また、外国人向けのパンフレットを作成し各種事業の情報提供を行った。 

    ｄ 開館日について 

      休日の利用が多いことから、年間１０日の祝・休日を開館日として道民サービス向上を

図った。祝・休日開館日数相当の平日を臨時休館日とした。    
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ｅ 研修室、図書コーナー、体験コーナー利用について 

      体験コーナー等の利用について広報ポスター・チラシを作成し、近隣の学校、博物館・

美術館等、公共施設、観光施設、商業施設に設置して周知し、有効利用を図った。 

 

 

 イ 利用促進業務に関する実績（利用促進のための事業及び利用者数の実績） 

  

  (ｱ)  調査研究事業 

     ａ 埋蔵文化財の調査研究にあっては、独立行政法人奈良文化財研究所等への研修参加や全

国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に加入し情報収集に努めるなどし調査研究を進め

た。 

    ｂ  分析・鑑定・保存処理等にあっては、専門的知識を有する調査員により遺物の特性に応

じた処理等を行った。また、市町村の指導依頼に対し適切に対応した。 

  (ｲ)  収蔵・保管事業 

     資料の整理、保管等にあっては、北海道出土文化財取扱要綱等により台帳作成し、管理し

た。 

   (ｳ) 普及・啓発事業 

      ａ 所蔵資料による通年の常設展示及び４回の企画展を開催し、年間 7,400人の利用者見込

みに対し、実績は 8,850人であった。 

   ｂ 資料の特別利用等にあっては、設置条例及び利用規則により処理し利用者の利便を図っ

た。 

   ｃ 年報を発行したほか、施設の概要案内、年間行事予定表、講演会等の各事業等のリーフ

レット・パンフレット・ポスター・チラシ類を作製した。 

   ｄ 一般道民を対象とした講演会、報告会、考古学教室およびこども考古学教室（以上道民

カレッジ連携）、さらに市町村での出前講座を実施した。 

   ｅ 市町村埋蔵文化財担当職員を対象に研修会を開催した。 

  (ｴ) 地域との連携等 

    ａ 小中学校、高等学校、特別支援学校の歴史授業、総合学習、修学旅行、体験学習および

親子レクリエーション事業などに対し、積極的に施設を開放するとともに、勾玉づくりな

ど体験型講座を実施した。 

     また、近隣の学校にあっては職員の派遣を行い授業に参画するなどして、埋蔵文化財保

護思想の普及啓発を図りながら、施設のＰＲに努めた。 

   ｂ 埋蔵文化財に関連する講座、授業に対して施設を開放し、展示内容や具体的作業内容の

解説、体験を通じ、埋蔵文化財保護思想の普及啓発を図った。 

   ｃ 近隣大学に対しては、教材としての埋蔵文化財資料の活用をＰＲし、授業関連プログラ

ムの開発などに協力した。 

     また、博物館実習生を受け入れ、埋蔵文化財の保護・普及にかかる業務を行い、保護思

想の普及に努めた。 

   ｄ 道立図書館とは図書資料の情報交換を活発に行い、利用者の便宜を図った。 

   ｅ 展示事業については、保管資料の貸し出しなどを相互に行い、北海道の地域特性を活か

す内容とし、その充実を図った。 

   ｆ 公益財団法人北海道埋蔵文化財センターでは、遺跡見学会や体験発掘などの見学場所の

提供や解説など、発掘調査成果の情報発信に努め、埋蔵文化財に対する理解を深めた。 

   ｇ 講演会、考古学教室等を連携講座として、道民カレッジ聴講生に学習機会を提供した。 
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ウ 維持管理業務に関する実績（施設、設備及び備品等の修繕、補修等の実績） 

 

  (ｱ) 施設の劣化、破損、変形等について日常的に点検し、迅速に修理・修繕等を行い、機能

上、安全上、美観上良好な状態に保った。 

  (ｲ) 設備等の法定点検においては、法令等の定めによる必要な点検を実施した。 

  (ｳ) 管理・供与物品を善良なる管理者の注意を持って管理し、新たに取得した物品について

は、北海道教育委員会へ報告した。 

 

  エ 保守点検業務に関する実績（定期及び随時の点検・整備等の実績） 

 

  (ｱ) 北海道立埋蔵文化財センターは道民の貴重な財産であり、指定管理者として北海道立埋蔵

文化財センター利用規則の定めを遵守し、善良な管理者として施設の内外について利用者が

常に最良の状態で利用できるようそれぞれの業務に精通した事業者に維持管理業務を委託し

た。 

   (ｲ)  施設の衛生的環境の確保や空気調和・給排水衛生設備の点検、消防用設備等に係わる点検

業務、自家用工作物の保安管理などの維持管理は、関係法令等に基づき実施し、職員及び施

設利用者の安全と快適な環境の確保に努めるよう、次の施設等の保守・点検を行った。 

    ａ 建築物の内外壁、柱、建具、床、階段等の各部位及び各室 

    ｂ 電気、空調・給排水設備機器、自動扉、地下タンク、昇降機、視聴覚放送設備及び防災

設備 

    ｃ 屋内外の物品、工作物、駐車場等 

    ｄ 芝生及び樹木等 

 

  オ 清掃・警備業務に関する実績（日常及び定期的に実施する大規模な清掃、警備等の実績） 

 

   (ｱ) 清掃 

     施設利用者が安全かつ快適に利用できるようゴミの収集・搬出を適宜行い、利用者が頻繁

に使用する展示室、閲覧コーナー、トイレなどは日常的に清掃を行った。 

    また、床の洗浄・ワックス加工、ガラス清掃等の大規模な清掃及び特別収蔵庫等の出入り

の少ない箇所については、月１回若しくは年１回又は２回の定期清掃とするなど、効率よく

組み合わせた作業を行い、施設内の美観と衛生を保った。 

  (ｲ) 警備 

       施設の利用状況を常に把握し、事故・災害・犯罪等を未然に防止し、利用者の安全を確保

するとともに財産の保全を図るための警備を次のとおり行った。 

    ａ 閉館時間から開館時間までの警備とし、警備の方法は、常駐及び機械警備の併用警備を

行った。 

      ｂ 施設内外の巡視警備を毎日、定期に行った。 

      ｃ 緊急事態に際しては、直ちに内容を把握し、関係機関へ通報し、適切な応急処置を行う

とともに通報後は教育委員会へ報告する体制をとった。 
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(5) 業務仕様に係る実績 

 

 

項　　　目 計　　画 実　　績 備　考

(1)維持管理業務

ア 施設保守

(ｱ) 法定点検

①
空気調和・給排水衛

生設備運転保守
毎日運転保守

毎日保守点検（１名常駐）

○給水設備点検:毎週金曜日実施

記録簿

管理

② 自動制御保守

総合点検年１回

巡回点検年３回
機器点検年１回

　（制御系統ごとに4回に分割
　　して実施）

○総合点検：8月実施
→故障4台、ほとんどの機器が経年劣化により更新必要

○巡回点検：5・11・2月実施
→故障4台、ほとんどの機器が経年劣化により更新必要

○機器点検：5・11・2月実施
→故障4台、ほとんどの機器が経年劣化により更新必要

記録簿
管理

③ 空調機保守点検
通常点検年１回、集中点検
年２回

○通常点検：10月実施
○集中点検：5・7月実施
（老朽化のため更新推奨）

記録簿
管理

④
自家用電気工作物保

安管理
月次１回、年次１回

○月次点検：毎月実施－異常なし

○年次点検：10月実施
（年数超過のため更新推奨）

記録簿

管理

⑤ 昇降機保守点検 月１回以上
○毎月実施－異常なし
(「既存不適格項目」ありの指摘）

記録簿
管理

⑥ 消防用設備等点検
機器点検年６ヶ月１回
総合点検年１回

○機器点検及び総合点検：9月実施
○機器点検：3月実施

記録簿
管理

⑦ 環境衛生管理

・水質検査、有害駆除、煤煙
測定、排水・汚水槽清掃年２

回、水質精密検査、貯水槽
清掃貯湯槽清掃、簡易専用

水道検査年1回、空気環境
測定２ヶ月１回

○ねずみ、昆虫防除年２回：下記の「衛生管理、有害駆

除」のとおり
○貯水槽、貯湯槽、簡易専用水道検査、排水設備清
掃、汚水槽清掃、煤煙測定：下記「衛生管理－貯水槽清

掃、汚水槽清掃」のとおり

記録簿
管理

⑧ 視聴覚放送設備保守点検 年１回 ○11月実施ー異常なし

⑨ 自動扉保守管理 ３ヶ月１回以上
○6・9・12・3月実施

（部品の製造終了のため更新推奨）

記録簿

管理

⑩ 電子顕微鏡等保守点検 年１回 ○5月・9月実施ー異常なし

⑪ 地下タンク点検 ３年１回以上

＊完成検査を受けた日から15年以上経過のため、年1
回以上

○9月実施ー腐食箇所あり
○漏洩検査：毎週火曜日実施－異常なし

記録簿

管理

⑫
空調機・冷凍冷蔵機
器簡易点検

四半期毎点検 ○6・9・12・3月実施－異常なし

(ｲ) 物品等の管理
善良なる管理者の注意を

持って管理する。

○善良なる管理者の注意を持って管理している。－特記

事項なし

(ｳ) 修繕等
施設の劣化、破損、変形等に
ついて日常点検、修理、修繕

を行う。

○施設の日常点検実施
○施設の修繕箇所： 17件（計   2,171,015円）

修繕決
定書管

理

(ｴ) 施設管理の記録・保存
施設の点検、修繕等の管理
状況を記録し保管する。

○施設管理記録表により記録保管している。

(ｵ) 植栽管理 　
記録簿
管理

① 芝生管理 除草、施肥、灌水等
○施肥：6月実施
○芝刈：5～9月実施

○目土・エアーレーション：9・10月実施

② 樹木管理
剪定、施肥、薬剤散布、灌

水、冬囲い等

○冬囲い取り外し：5月実施

○施肥・剪定：6～10月実施
○人力除草：6～10月実施

○落葉清掃：6・10・11月実施
○冬囲い設置：11月実施

イ 衛生管理

(ｱ) ゴミの収集・搬出 週３回収集 週3回収集：計  53.25ｍ³
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(ｲ) 日常・定期清掃の実施

・日常清掃
・定期清掃（床洗浄・ワックス塗

布）

　　トイレ 月１回

　　ホール・階段 年２回
　　展示室・研修室等 年１回

・ガラス定期清掃 年１回

○日常清掃実施

○定期清掃（床洗浄・ワックス塗布）
・トイレ：月1回実施・

ホール・階段：6月・9月実施
・展示室・研修室等：6月実施

○ガラス定期清掃：6月実施

作業記
録簿管

理

(ｳ) 空気環境測定 空気環境測定隔月 ○5・7・9・11・1・3月実施ー異常なし
作業記
録簿管

理

(ｴ) 水質検査
一般検査年２回、精密検査

年１回

○一般検査：2月実施ー異常なし

○一般検査および精密検査：8月実施ー異常なし

作業記

録簿管
理

(ｵ) 有害駆除 ねずみ、昆虫防除年２回 ○4月・10月実施
作業記
録簿管

理

(ｶ) 貯水槽清掃 年１回 ○8月・10月実施

作業記

録簿管
理

(ｷ) 汚水槽清掃等

・貯湯槽清掃年１回

・汚水槽清掃年２回
・簡易専用水道検査年１回

・煤煙測定年２回
・排水設備清掃年２回

○貯湯槽清掃：8月実施

○汚水槽清掃：4月・10月実施
○簡易専用水道検査：10月実施

○煤煙測定：10月・3月実施
○排水設備清掃（薬品洗浄）：4月・10月実施

作業記
録簿管

理

ウ 警備等

(ｱ) 巡視・点検等

① 定期巡視、建物点検
常駐警備による巡回を行い
建物等の点検する。

○常駐警備による巡回を行い建物等の点検をした。

○常駐警備員１名
・巡回１日４回（土・日・祝日・年末年始は６回）

(ｲ) 警備業務

①
閉館時から開館時まで
の警備

常駐警備並びに機械による
警備を行う。

○常駐警備員１日１名による警備を行った。
○警備器機（熱線センサ、シャッターセンサー、マグネット

センサー）による警備を行った。

② 機械警備装置の設置
警備機器を設置し報知器の

作動による警備を行う。

○警備機器を設置し報知器の作動による警備を行った。
○警備器機（熱線センサー２０台、シャッターセンサー２
台、マグネットセンサー１台）

○火災警報機器並びに防犯モニター等による監視を
行った。

③ 施設施錠
毎日の巡回警備により施錠

箇所の確認を行う。
○毎日の巡回警備により施錠箇所の確認を行った。

④ 国旗、道旗の掲揚 国旗、道旗を掲揚する ○開館日に合わせて、国旗、道旗を掲揚した。

(ｳ) 記録管理

① 巡視、警備の日誌記録
警備状況を毎日記録し保管

する。
○警備状況を毎日記録し保管した。

記録簿

管理

エ 除排雪

ｵ その他

(ｱ)
利用者の状況に応じた安全
指導等

○利用者の状況に応じた安全指導等を行った。

(ｲ)
環境に配慮した施設の維持
管理

○利用していない室は消灯するなど環境に配慮した。

○契約期間11/20～3/31
○11月～3月：稼働時間合計

・ショベル：　 85.5H

・トラック：     92.0H
・バックホウ：  2.25H

建築物周辺、駐車場や避難

通路等の除排雪（積雪10㎝

以上で実施）

利用者の安全確保に必要

な業務

環境に配慮した施設の維
持管理
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　 (2) 運営業務

ア 施設利用

(ｱ) 利用者への接遇

案内、各種受付、資料閲覧、

貸出しの承認、指導等適切

かつ丁寧な対応

○利用者接遇のため、常設展示室に１名、ホールに１名

職員を配置し、来館者に対応するサービスに努めた。

(ｲ) 苦情対応

・利用者からの苦情応答、対

応

・苦情処理簿への記録、道教

委への報告

○なし

イ 利用促進業務

(ｱ) 広報活動

教育北海道、広報えべつ、道

民カレッジガイドブック、財団

広報

○各行事について、江別市観光情報サイト・メルマガに掲

載

○各行事について、道政広報計画希望提出、道広報広

聴課広報資料掲載依頼

○道民カレッジ

・講演会等・考古学講座などがガイドブック・HPに掲載

○財団広報誌

・財団の広報誌により発掘調査の情報とともに指定管理

業務の行事予定などを紹介し、情報発信

(ｲ) パンフレット

施設概要案内、展示公開、

講座等の行事予定等の随時

発行

○施設概要パンフレット（日本語と外国語併記４種）、行

事予定表を関係機関等に配布および館内に設置

○作成

・連続講座・講演会チラシ：8,000枚

・令和６年度行事予定：9,000部

○配布・送付

（４月・５月）施設概要および令和６年度行事予定表と連

続講座・講演会チラシを、道内各地の施設など84か所に

郵送。江別市郷土資料館など139か所に配布。

（６月）パネル展ポスターと、令和６年度行事予定表を、

札幌市・江別市の各施設9か所に配布。

（７月・８月）パネル展ポスターを札幌市3か所に配布

（出前講座、ほか）各開催地等の8か所に配布。

(ｳ) インターネット ホームページの更新

・財団ホームページを随時更新し、北海道立埋蔵文化財

センターの指定管理者として、道立センターの紹介など、

新しい情報を発信している。

(ｴ) 地域住民等との協働推進 ○地域住民

（4月：9件）

・4/2：児童デイサービス「ひだまり」

 縄文工房利用(15名)

・4/2：児童デイサービス「Harmonia」

 縄文工房利用(13名)

・4/3：放課後等デイサービス「リーフ」白石

 縄文工房利用(14名)

・4/4:：児童デイサービス「ポレポレ」

 縄文工房利用(8名)

・4/5：児童デイサービス「アロハ」

 縄文工房利用(11名)

・4/5：放課後等児童デイサービス「アミティエ米里」

縄文工房利用(11名)

・4/9：「ランディ」

縄文工房利用(9名)

・4/13：「げんきまるきたごう」

 縄文工房利用(24名)

・4/20：「たくあいアクティビティむう」

 縄文工房利用(16名)

（5月：1件）

・5/11：放課後等ディサービスあそまな北23条

 縄文工房利用(7名)

（6月：3件）

・6/15：あんあんクラスおおあさルーム

 縄文工房利用（12名）

・6/22：デイサービスあんあん菊水クラス

おおあさルーム  縄文工房利用（7名）

・6/25：森の子児童センター

 団体利用打合せ（2名）
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(7月：5件)

・7/13：児童デイサービス｛アトリのつばさ」
 縄文工房利用（7名）

・7/26：児童デイサービス「ここみクラブ」
縄文工房利用（12名）

・7/27：児童デイサービス「ぬくもりの森」
縄文工房利用（12名）

・7/27：児童デイサービス「ぶるーむ7丁目」
縄文工房利用（6名）

・7/31：放課後等デイサービス「ぐりんカレッジ白石」
縄文工房利用（6名）

（8月：16件）

・8/1：児童デイサービス「あんあんclass行啓upルーム」

縄文工房利用（17名）

・8/1児童デイサービス「ぶらぼーとんでん」

縄文工房利用（8名）

・8/2：放課後等デイサービス「リーフ白石」
縄文工房利用（15名）

・8/2：児童デイサービス「ここみクラブ」
縄文工房利用（8名）

・8/6：児童デイサービス「ごーるでんえっぐ」
縄文工房利用（11名）

・8/7：児童デイサービス「ぼーるでんえっぐ野幌」
縄文工房利用（8名）

・8/7：森の子児童センター
施設見学・縄文工房利用（10名）

・8/8：児童デイサービス「moreぷらす」
縄文工房利用（8名）

・8/8：児童デイサービス「クオレ月寒」
縄文工房利用（12名）

・8/9：児童デイサービス「なないろclub]
縄文工房利用（18名）

・8/16：児童デイサービス「ごーるでんえっぐ野幌Ⅱ」
縄文工房利用（4名）

・8/17：児童デイサービス「あんあんclass栄通ルーム」
縄文工房利用（15名）

・8/17：児童デイサービス「みらくる]
縄文工房利用（5名）

・8/20：児童デイサービス「サニーケア白石」

縄文工房利用（17名）

・8/20：児童発達支援放課後デイサービス「サニーケア」

縄文工房利用（17名）

・8/22：児童デイサービス「こんぱす」

縄文工房利用（7名）

（9月：１件）

・9/27：放課後等デイサービス「ぶらぼーたきほく」
縄文工房利用（5名）

(10月：4件)

・10/1：児童デイサービス「チポリーノ児童育成会」

縄文工房利用（6名）

・10/2：児童デイサービス「チポリーノ児童育成会」

縄文工房利用（7名）

・10/19：児童デイサービス「ぶらぼーとんでん」

縄文工房利用（11名）

・10/26：デイサービス「結いの家」
縄文工房利用（10名）

(11月：11件)

・11/1：共同学童保育所「つくしの子児童育成会」

縄文工房利用（7名）

・11/1：児童デイサービス「ポッポHUG東川下」

縄文工房利用（5名）

・11/2：デイサービス「なないろ」

縄文工房利用（9名）
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・11/8：児童デイサービス「moreプラス」

縄文工房利用（5名）

・11/9：児童デイサービス「めばえ」

縄文工房利用（9名）

・11/13：結いの家保育園

縄文工房利用（5名）

・11/15：江別市聚楽学園幹事

施設見学（22名）

・11/16：児童デイサービス「リーフ白石」

縄文工房利用（16名）

・11/30：児童デイサービス「あんあんclass栄通ルーム」

縄文工房利用（14名）

・11/30：児童デイサービス子どもの森アウルジョイ

縄文工房利用（9名）

・11/30：放課後等デイサービスアミティエ米里

縄文工房利用（8名）

（12月：7件）

・12/7：児童発達支援事業所「めばえ」

縄文工房利用（13名）

・12/7：児童発達支援・放課後デイサービス「pivo北郷」

縄文工房利用（13名）

・12/7：児童発達・放課後デイサービス「パプリカ」

縄文工房利用（13名）

・12/10：ちえりあボランティアガイド

施設見学（8名）

・12/25：児童デイサービス「輝　ACE」

縄文工房利用（8名）

・12/26：児童デイサービス「ぶるーむ7丁目」

縄文工房利用（10名）

・12/28：いろり町内会

縄文工房利用（9名）

（1月：9件）

・1/7：放課後等デイサービス「わくわくキッズ　笑」

縄文工房利用（7名）

・1/8：行動支援活動田島様

縄文工房利用（3名）

・1/8：児童デイサービス「輝　厚別西」

縄文工房利用（9名）

・1/9：児童デイサービス「そらいろネクスト」

縄文工房利用（13名）

・1/9：児童デイサービス「ひまり」

縄文工房利用（7名）

1/10：児童発達支援・放課後等デイサービス

「ポッポHUG東川下」　縄文工房利用（4名）

・1/11：児童デイサービス「アミティエ福住」

縄文工房利用（12名）

・1/25：児童デイサービス「そらいろネクスト」

縄文工房利用（8名）

・1/29：児童通所支援センター「クオレ文京台」

縄文工房利用（11名）

（2月:7件）

・2/6：行動援護事務所「ライフサポートあんりー」

縄文工房利用（3名）

・2/12：行動援護事務所「ライフサポートあんりー」

縄文工房利用（3名）

・2/15：児童デイサービス「そらいろひばりヶ丘」

縄文工房利用（15名）

・2/15：児童デイサービス「てらこやキッズ」

縄文工房利用（15名）

・2/22：児童デイサービス「なないろ」

縄文工房利用（10名）

・2/22：児童発達支援「てらこやキッズクラブ」

縄文工房利用（8名）

・2/25：（一社）札幌会行動援護事業ライフサポート「あん

りー」　縄文工房利用（3名）
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（3月:11件）

・3/15：児童発達支援放課後等デイサービス「糸/いろ
は」縄文工房利用（4名）

・3/22：児童デイサービス「てらこやジュニアクラブ」
縄文工房利用（7名）

・3/22：放課後等デイサービス「スマイルナイン」
縄文工房利用（14名）

・3/22：児童発達支援センター「スマイルナイン」
縄文工房利用（14名）

・3/25：児童デイサービス「ポッポHUG東川下」
縄文工房利用（4名）

・3/26：児童デイサービス「こんぱすmy」
縄文工房利用（9名）

・3/27：行動援護事業所「ライフサポートあんりー」
縄文工房利用（3名）

・3/27：児童デイサービス「てらこやキッズクラブ」
縄文工房利用（18名）

・3/28：児童デイサービス「きずな見晴台」

縄文工房利用（17名）

・3/28：児童デイサービス「わくわくキッズ笑」

縄文工房利用（9名）

・3/28：児童デイサービス「クオレ文京台」

縄文工房利用（11名）

○関係機関（2件）

・10/1：木古内町文化財調査員視察研修（5名） 

・10/20：かながわ考古学財団職員施設見学（4名）

○その他の団体（5件）

・4/9：就労継続支援B型事務所「スターリス」
 縄文工房利用(14名)

・6/23：苫小牧縄文会
 施設見学・縄文工房利用（15名）

・6/23：大麻沢町16丁目自治会歩こう会
 施設利用（24名）

・8/31：江別郷土資料館こども学芸員カレッジ
施設見学・縄文工房利用（16名）

・9/10：江別市国際交流協会
 展示解説・縄文工房利用（12名）

②講師派遣（ 4件）

○学校等（1件）

・4/23：北海道長沼高等学校「令和６年度縄文文化に関
わる講演会」への講師派遣（37名）

○公立施設（3件）

・8/1：江別市野幌公民館　令和６年度江別市蒼樹大学
専攻講座「ふるさと学」に講師派遣（25名）

・7/20：余市町図書館体験講座「余市式土器を作ろう」
に講師派遣（20名）

・8/24：長沼町教育委員会　学習支援活動「縄文文化を
学ぼう」に講師派遣（30名）

・9/28：千歳市埋蔵文化財センター「縄文まつり」に
講師派遣（30名）

○その他

2/8・2/9：北の道民会議主催「縄文雪まつり」（札幌市中

央区　ﾁｶﾎ北３条交差点広場）に職員1名派遣

2/22：株式会社ナチュラルサイエンス主催「ナチュの森
で冬の縄文にであう展」に職員1名派遣

(ｵ)

①
教育委員会の指示に

よる調査
道教委の指示による調査 ・2024/10/1～2025/1/31  実施

②
指定管理者による調

査

指定管理者として施設利用

者に対する調査

・一般入館者対象：4/18～2025/3/31実施

・講座・講演会参加者対象：4/20、5/25、7/27、8/3、
9/21、10/26、1/25、3/15

利用者満足度調査の実施
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ウ 事故処理等

(ｱ)
緊急時の関係機関への連絡
体制の確立等

・財団の消防計画により緊急時の対応や連絡体制を整備
している。

(ｲ) 保険加入
第三者賠償責任及び施設賠

償責任保険加入

・４月１日から一般来館者及び各種事業参加者の損害賠
償の保障体制を整備するため第三者賠償責任及び施設

賠償責任保険に加入している。

エ 災害時対応

・利用者の安全確保のため

必要な処置をする。
・消防訓練年１回

・財団の消防計画により災害があった場合の施設利用者

の安全確保などを整備した。
・消防訓練：11/20実施

・事業報告
　毎年度事業終了後30日以内

○報告日　　　　　 令和７年　４月２８日

・四半期事業報告
　四半期終了後30日以内

○報告日

・第１四半期分　　令和６年　７月　８日
・第２四半期分　　令和６年１０月　８日
・第３四半期分　　令和７年　１月　８日

・第４四半期分　　令和７年　４月　４日

オ 報告等

・利用状況の報告

○報告日

・令和６年　４月分　　令和６年　５月　７日
・令和６年　５月分　　令和６年　６月　７日

・令和６年　６月分　　令和６年　７月　１日
・令和６年　７月分　　令和６年　８月　９日

・令和６年　８月分　　令和６年　９月　４日
・令和６年　９月分　　令和６年１０月　４日
・令和６年１０月分　　令和６年１１月　７日

・令和６年１１月分　　令和６年１２月　６日
・令和６年１２月分　　令和７年　１月　７日

・令和７年　１月分　　令和７年　２月　３日
・令和７年　２月分　　令和７年　３月　６日
・令和７年　３月分　　令和７年　４月　１日

○特別利用承認件数　　　　　  11件

○模写品使用承認件数　　　　 37件
○資料貸出承認件数　　　　　  16件

カ 指定管理者の名称表示
指定管理者の名称を施設内

及びパンフレットに表示する。
・施設内及びパンフレット等に表示中

・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会へ加入し、情

報収集に努めている。

・10/17、18：令和６年度研修会　1名出席

（山梨県北杜市）

・12/4：令和６年度第２回役員会 1名出席

（京都府）

・11/14、15：北海道・東北ブロック会議1名出席
（宮城県多賀城市）

(3)調査研究業務

・道教委との打合せ、発掘調査計画策定

・4/25～4/26：現場調査の為の打ち合わせ

・12/24～12/26：現場挨拶、現場調査

イ 埋蔵文化財の調査研究

・埋蔵文化財調査方法、遺
跡の保存方法の研究・情報

提供
・保管出土品を活用した研究
・全国公立埋蔵文化財セン

ター連絡協議会等の専門
的、技術的な情報等の収集

　

・重要遺跡確認調査を通じた効果的・効率的な遺跡調
査・保存方法の研究

・保管出土品を対象とした分析作業準備
・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に加入し、情
報収集に努めている。

ウ 分析・鑑定・保存処理

専門的知識を有する調査員

による分析・鑑定等及び保存
処理・整理

・専門的知識を有する調査員を配置
・分析・鑑定：保管出土品を対象とした分析作業準備
・保存処理：重要文化財等の特別収蔵庫収納・整理等、

脆弱あるいは破損した出土品の保存処理作業等
・写真：模写品等の刊行等の承認に係る貸出資料の整

理等

ア 重要遺跡確認調査 浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡

安全対策、危機管理、連
絡体制、事故処理

キ その他
全国公立埋蔵文化財セン
ター連絡協議会の加入
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エ 市町村支援等

・埋蔵文化財に関する情報提
供
・市町村教委担当職員に対

する研修等による指導

○収集資料等の提供

・なし
○遺跡の保存方法、調査方法及び保存処理技術等に関

する情報提供
・なし

○市町村からの依頼・現地指導
・なし

○研修会
・9/12：令和６年度埋蔵文化財担当職員出前研修会

北見市ところ遺跡の森（11名）
・12/13：令和６年度埋蔵文化財担当職員研修会（北海
道立埋蔵文化財センター）（27名）

(4)収蔵・保管業務

ア 受入、分類・整理、保管

出土文化財の特性に応じ、一

般収蔵庫、特別収蔵庫に分

類整理して保管

・保管中の出土文化財を整理

・北海道出土文化財取扱要綱等により台帳を作成し管理

(5)普及・啓発事業

ア 展示公開

(ｱ) 常設展示 年１回以上の模様替え

○常設展示：「掘り出された北の歴史」展
４月：模様替えなし

５月：「（公財）北海道埋蔵文化財センター令和５年度調
査成果展」から常設展示へ模様替え

６月：模様替えなし

７月：遺跡と関わる世界遺産「百舌鳥・古市古墳群　パネ
ル展」へ模様替え

８月：模様替えなし
９月：遺跡と関わる世界遺産「百舌鳥・古市古墳群　パネ

ル展」から常設展示へ模様替え
１０月：なし

１１月：なし
１２月：「北海道・北東北の縄文遺跡群　３展」へ模様替

え
１月：模様替えなし
２月：「北海道・北東北の縄文遺跡群　３展」から常設展

示へ模様替え
３月：模様替えなし

(ｲ) 企画展示
年３回（うち1回は財団自主
事業）

○企画展示

・3/23～5/26：「（公財）北海道埋蔵文化財センター令
和５年度調査成果展」

7/6～9/29：遺跡と関わる世界遺産「百舌鳥・古市古墳
群　パネル展」
・12/7～2/23：「北海道・北東北の縄文遺跡群　３展」

○通年展示
・4/1～2025/3/31：「北の縄文　世界遺産　北海道・北

東北の縄文遺跡群」展

イ 特別利用

(ｱ) 特別利用
センター設置条例８条・９条に

より処理

　11件：（三内丸山遺跡センター　文化財保護主幹　最

上　法聖、ほか）

(ｲ) 模写品等の刊行等の承認
センター設置条例１０条により
処理

　37件：（株式会社敬分社　代表取締役　柳町　敬直、
ほか）

(ｳ) 資料の貸出し
センター設置条例１１条により
処理

　16件：（せんだいメディアテーク館長　鷲田　清一　、ほ
か）

ウ 年報等の作成・配布等

(ｱ) 年報

・講座等の事業の紹介や調査

及び研究の成果等を公表すると

ともに、年報を必要部数作成し、

市町村教育委員会等へ配布

○「北海道立埋蔵文化財センター年報25」
・6/28刊行、350部

・文化庁、国立国会図書館ほか関係機関等へ配付
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エ 講座等の開催

(ｱ) 年５回以上

①遺跡と関わる世界遺産「世界遺産　百舌鳥・古市古墳

群」

令和６年７月２７日（土）　参加者：70名

②「はっけん・体験　古墳人の装い」

令和６年８月３日（土）　参加者：13名

③古墳のはじまりから終焉まで２「関東の古墳」

令和６年９月２１日（土）　参加者：77名

④古墳の始まりから終焉まで３「東北・北海道の古墳」

令和６年１０月２６日（土）　参加者：75名

⑤比べてわかる道内の竪穴群「縄文・続縄文時代の集

落遺跡と北海道東部の竪穴住居跡群」

令和７年３月１５日（土）  　参加者：80名

(ｲ) 年５回以上

○こども考古学教室

①まいぶん遺跡探検隊（第１次）「はっけん・体験　古墳

人の装い」

令和６年８月４日（日）　参加者：21名

②まいぶん遺跡探検隊（第２次）

令和６年８月１０日（土）　参加者：19名

③親子ガラス玉つくり教室

令和６年１１月９日（土）　参加者：15名

④まいぶん遺跡探検隊（第３次）

令和７年１月１１日（土）　参加者：18名

⑤まいぶん遺跡探検隊（第４次）

令和７年１月１８日（土）　参加者：8名

(ｳ) 年７回以上

○考古学教室出前講座

①東神楽町立東神楽小学校

令和６年６月１４日（金）　参加者：33名

②興部町中央公民館

令和６年６月１５日（土）　参加者：14名

③蘭越町民センター

令和６年８月６日（火）　参加者：21名

④雨竜町公民館

令和６年９月２８日（土）　参加者：20名

⑤厚岸町立真龍小学校

令和６年１０月１２日（土）　参加者：21名

⑥木古内町郷土資料館

令和６年１１月１６日（土）　参加者：28名

⑦上ノ国町総合福祉センタージョイじょぐら

令和６年１１月１７日（日）　参加者：31名

(ｴ) 年２回以上

①（公財）北海道埋蔵文化財センター令和５年度調査報

告会

令和６年４月２０日（土）　参加者：51名

②[春季講演会] 古墳の始まりから終焉まで「コシの国から

見た古墳の始まりから古墳の終焉まで」

令和６年５月２５日（土）　参加者：65名

③[冬季講演会] キーワードで読み解く北海道・北東北の

縄文遺跡群 ３「北海道・北東北の縄文集落」

令和７年１月２５日（土）　参加者：88名

(ｵ)

・(ｱ)～(ｳ)のうち連携事業1回

以上

・かるちゃるnet（新札幌・江別

エリア文化施設連絡協議会）

に加入、活動

○連携事業　なし

○かるちゃるnet　かるちゃる通信４～６月号・７～９月号・

１０～１２月号・１～３月号発行（web配信）

○文京台教育３施設連携：行事案内を合同で作成し地

域住民に回覧している

(ｶ) 教育連携講座 ①博物館実習

・7/16～7/19、7/23～26：（北海道大学1名、札幌大

学2名、札幌学院大学3名　計6名）

②道立埋蔵文化財センター活用学習の為の指導者研修

・1/14：冬季教員研修（2名）

③教育連携講座（施設利用： 36件）

○小学校（　6件）

（5月：1件）

・5/9江別市立上江別小学校

施設見学体験学習(101名)

（6月：3件）

・6/19：札幌市立小野幌小学校

 施設見学体験学習 (36名)

一般道民対象講座

児童生徒対象の体験型

講座

児童生徒対象の出前講

座

一般道民対象講演会

道立文化施設や市町村

博物館等との連携



24 

 

 

 

・6/21：札幌市立小野幌小学校

 施設見学体験学習 (36名)

・6/26：札幌市立小野幌小学校

 施設見学体験学習 (33名)

（7月：2件）

・7/2：江別市立文京台小学校

 施設見学（53名）

・7/11：三笠市立岡山小学校

 施設見学・体験学習（8名）

○中学校（ 6件）

・9/10～11：江別市立江陽中学校

職場体験（2名）

・9/10～11：江別市立野幌中学校

職場体験（2名）

・9/12～13：江別市立中央中学校

職場体験（2名）

・10/1：由仁町立由仁中学校

 施設見学体験学習（35名）

・10/22～23：江別市立大麻中学校

職場体験（2名）

・10/24～25：江別市立大麻東中学校

職場体験（2名）

○高等学校（　1件）

（6月：1件）

・6/21：星槎国際高等学校

 施設見学体験学習（65名）

○大学（　23件）

（4月：1件）

・4/26：札幌学院大学大塚先生

 地域文演習A講義利用(25名)

（5月：5件）

・5/8：札幌学院大学大塚先生

 考古学A講義利用(18名)

・5/16：札幌学院大学大塚先生

 博物館課資料論講義利用(14名)

・5/17：札幌学院大学国際交流課

 タイチェンマイ大学団体利用  （16名)

・5/22：札幌学院大学応用英語C高橋先生

 展示見学(8名)

・5/26：北翔大学短期大学部菊池先生

 選択社会(5名)

（6月：1件）

・6/4：北翔大学教育文化学部

 縄文工房利用（8名）

（7月：3件）

・7/3：札幌学院大学大塚先生

 考古学Ａ（14名）

・7/4：札幌学院大学大塚先生

 博物館資料論（14名）

・7/14：北翔大学菊池先生

 社会科指導法講義利用（8名）

（8月：なし）

（9月：1件）

・9/19：札幌国際大学越田先生道新文化センター講座

施設見学（13名）

（10月：4件）

・10/8：札幌学院大学大塚先生

博物館経営論①（15名）

・10/8：札幌学院大学大塚先生

博物館経営論②（17名）

・10/25：情報大学

ゲーム作成打合わせ（9名）

・10/26：北翔大学野口先生

施設見学体験学習（9名）
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（11月：6件）

・11/6：北翔大学小杉先生
博物館情報メディア論①（20名）

・11/13：北翔大学小杉先生
博物館情報メディア論②（20名）

・11/15：札幌学院大学菊池先生
人文地学概説講義利用（43名）

・11/20：北翔大学小杉先生
博物館情報メディア論③（20名）

・11/26：北翔大学小杉先生
専門演習Ⅱ①（5名）

・11/27：北翔大学小杉先生
博物館情報メディア論④（21名）

（12月：1件）

・12/10：北翔大学小杉先生
専門演習Ⅱ講義利用（6名）

（1月：なし）

（2月：1件）

・2/5：札幌学院大学国際交流課留学生
施設見学体験学習（22名）

（3月：なし）

○協力：地域住民等との協働推進に記載

○職員派遣：地域住民等との協働推進に記載

オ 協賛事業

○道民カレッジ連携講座

・講座、こども考古学教室、講演会、調査報告会は全て
道民カレッジ連携講座とした
○北海道教育の日協賛事業
・通年（常設展示）　「掘り出された北の歴史」
・10/26：考古学講座「東北・北海道の古墳」（75名）
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別紙２ 

 

２ 当該公の施設の利用状況に関する事項 

 

 (1) 施設、事業又は利用料金等の区分別利用者数の状況、備品等の貸出し状況 

   ア 月別利用者（入館者）数 

（単位：人） 

月 見込 実績 差 

４月 ７００ ８５２ １５２ 

５月 ９５０ ６８７ －２６３ 

６月 ９００ ６５７ －２４３ 

７月 １,０００ ７６３ －２３７ 

８月 １,０００ １００８ ８ 

９月 ７５０ ５９０ －１６０ 

１０月 ６００ ８９７ ２９７ 

１１月 ４００ ８５８ ４５８ 

１２月 ２５０ ４８３ ２３３ 

１月 ３００ ６３０ ３３０ 

２月 ２５０ ４５４ ２０４ 

３月 ３００ ９７１ ６７１ 

計 ７,４００ ８,８５０ １,４５０ 

 

イ 事業別利用者数 

                                                          （単位：人） 

 事  業  名 開 催 期 日 見込 
実

績 

常

設

展

示 

「北の縄文 世界遺産 北海道・北東北の 
縄文遺跡群」展 

令和６年 ４月 １日（土）～ 
   令和７年 ３月３１日（月） 

7,400 8,850 

企

画

展

示 

「(公財)北海道埋蔵文化財センター 
令和５年度調査成果展」  

 令和６年 ３月２３日（土）～ 
   令和６年 ５月２６日（日） 

1,600 1,952 

「遺跡と関わる世界遺産 百舌鳥・古市古墳
群 パネル展」 

 令和６年 ７月 ６日（土）～ 
   令和６年 ９月２９日（日） 

2,700 2,361 

「北海道・北東北の縄文遺跡群３」展 
 令和６年１２月 ７日（土）～ 
   令和７年 ２月２３日（日） 

  750 1,567 

講

演

会

等 

「(公財)北海道埋蔵文化財センター 
令和５年度調査報告会」 

令和６年 ４月２０日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

   80 51 

春季講演会 古墳の始まりから終焉まで １ 
「コシの国から見た古墳の始まりから古墳の
終焉まで」 

 令和６年 ５月２５日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

   80 65 

冬季講演会 キーワードで読み解く北海道・
北東北の縄文遺跡群 ３ 
「北海道・北東北の縄文集落」 

 令和７年 １月２５日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

   80 88 

考

古

学

講

座 

遺跡と関わる世界遺産 
「世界遺産 百舌鳥・古市古墳群」 

 令和６年 ７月２７日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

   80 70 

「はっけん・体験 古墳人の装い」 
 令和６年 ８月 ３日（土） 
        １３：３０～１５：３０ 

   20 13 

「関東の古墳」 
 令和６年 ９月２１日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
   80 77 

古墳の始まりから終焉まで ３ 
「東北・北海道の古墳」 

 令和６年１０月２６日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

   80 75 



27 

 

比べてわかる道内の竪穴群 ３ 
「縄文・続縄文時代の集落遺跡と北海道東部
の竪穴式住居」 

 令和７年 ３月１５日（土） 
  １３：３０～１５：３０ 

   80 80 

こ

ど

も

考

古

学 
教

室 

「まいぶん遺跡探検隊（第１次）」 
 令和６年 ８月 ４日（日） 

  １３：３０～１５：３０ 
20 21 

「まいぶん遺跡探検隊（第２次）」 
 令和６年 ８月１０日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
20 19 

「親子ガラス玉づくり教室」 
 令和６年１１月 ９日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
15 15 

「まいぶん遺跡探検隊（第３次）」 
 令和７年 １月１１日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
20 18 

「まいぶん遺跡探検隊（第４次）」 
 令和７年 １月１８日（土） 

  １３：３０～１５：３０ 
  20 8 

出

前

講

座 

「考古学教室出前講座」 ７回実施  168 

研

修

会 

 埋蔵文化財担当職員出前研修会 
 令和６年 ９月１２日（木） 

   １３：３０～１７：００ 
 

 
11 

 埋蔵文化財担当職員研修会 
令和６年１２月１３日（金） 

   １０：００～１７：００ 
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 ウ 備品等の貸出 

      令和６年度においては、備品等の貸出実績はありません。 
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 (2) 利用の承認及び取消し等の状況 

  

  ア 利用の承認等の状況 

  (ｱ) 特別利用 

    三内丸山遺跡センター文化財保護主幹最上法聖並びに文化財保護主事木村恵理から千歳市

キウス４遺跡土器・土製品・動植物遺存体、千歳市トプシナイ２遺跡石器等の閲覧・撮影

のほか、計１１件の利用があった。 

  (ｲ) 模写品等の刊行等の承認 

        株式会社敬文舎代表取締役柳町敬直から八雲町野田生１遺跡口絵―２（上）写真ほか写真

デジタルデータの複写ほか、計３７件の申請があり、道教委との協議、申請者への承認書

の送付を行った。 

(ｳ) 資料の貸出し 

    せんだいメディアテーク館長鷲田清一への椎名勇仁作品≪巨人≫（2001年）１点の貸出

しのほか、計１６件の貸出しを行った。 

（単位：件） 

月 特別利用承認 模写品等使用承認 資料貸出承認 

４月 0 0 0 

５月 3 3 4 

６月 1 1 1 

７月 3 3 0 

８月 2 4 1 

９月 1 1 1 

１０月 0 6 0 

１１月 0 0 1 

１２月 0 4 1 

１月 0 5 1 

２月 1 6 0 

３月 0 4 6 

計 11 37 16 

 

 

 

イ 承認の取消し 

       取消の実績はありません。
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別紙３ 

 

管理に係る経費の収支状況に関する事項 

 

１ 年間収支計画（指定管理業務に係る収入及び支出（業務に係る経費等）の年間計画）の実績 

別表１ 

 

２ 年間収支の月別計画に対する実績 

    別表２ 

 

３ 年間収支計画に関する内訳、注記その他必要な事項 

    別表３ 

  



収入の部

計画 実績 差引

指定管理業務負担金 120,007,273 120,007,273 0

仮払消費税 12,000,727 12,000,727 ▲ 0

0

132,008,000 132,008,000 ▲ 0

支出の部

計画 実績 差引

7,016,847 4,417,159 ▲ 2,599,688

調査研究事業 重要遺跡確認調査ほか 4,097,104 1,275,858 ▲ 2,821,246

収蔵・保管事業 受入、分類、整理、保管等 42,500 33,415 ▲ 9,085

普及・啓発事業 収蔵資料の展示公開ほか 2,877,243 3,107,886 230,643

57,357,907 63,164,934 5,807,027

維持管理業務 施設の保守ほか 53,901,669 61,273,149 7,371,480

運営業務 施設利用ほか 3,456,238 1,891,785 ▲ 1,564,453

関係職員報酬 55,632,519 52,554,504 ▲ 3,078,015

仮払消費税 12,000,727 12,000,727 ▲ 0

132,008,000 132,137,324 129,324

0 ▲ 129,324 ▲ 129,324

年間収支実績

区　　　分 内　　　　　訳
金額

内　　　　　訳
金額

収　支　差　額

支　出　計

収　入　計

負担金

その他収入

人件費

その他経費

管理経費

事業費

区　　　分

別表１
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（単位：円）

収入の部

合計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画 132,008,000 32,192,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 3,246,000

実績 132,008,000 32,192,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 3,246,000

計画 132,008,000 32,192,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 3,246,000

実績 132,008,000 32,192,000 32,190,000 32,190,000 32,190,000 3,246,000

計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 0

計画 132,008,000 32,192,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 3,246,000

実績 132,008,000 32,192,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 0 32,190,000 0 3,246,000

計画 132,008,000 32,192,000 32,192,000 32,192,000 64,382,000 64,382,000 64,382,000 96,572,000 96,572,000 96,572,000 128,762,000 128,762,000 132,008,000

実績 132,008,000 32,192,000 32,192,000 32,192,000 64,382,000 64,382,000 64,382,000 96,572,000 96,572,000 96,572,000 128,762,000 128,762,000 132,008,000

支出の部

合計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画 7,016,847 146,014 610,319 1,230,012 171,100 165,446 1,966,565 354,746 613,433 394,132 107,541 205,550 1,051,989

実績 4,417,159 324,446 426,305 819,062 451,266 49,472 449,707 292,117 333,128 438,766 182,007 395,017 255,866

計画 4,097,104 56,714 107,755 256,210 2,000 97,146 1,752,813 171,646 316,000 310,582 29,000 24,000 973,238

実績 1,275,858 106,770 125,061 8,600 43,627 4,717 233,457 88,541 55,111 357,640 35,167 202,300 14,867

計画 2,811,763 3,476 31,755 76,310 1,000 1,000 1,525,722 78,500 315,000 1,000 1,000 6,000 771,000

実績 209,913 30,930 27,680 7,766 3,883 3,883 3,883 3,883 3,883 79,940 32,533 3,883 7,766

計画 530,259 1,238 24,000 100,000 0 95,146 94,491 92,146 0 109,000 10,000 0 4,238

実績 536,215 75,006 96,547 0 38,910 0 35,248 59,300 25,554 0 1,800 197,583 6,267

計画 466,000 52,000 52,000 35,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 88,000 18,000 18,000 198,000

実績 34,848 834 834 834 834 834 834 834 25,674 834 834 834 834

計画 289,082 0 0 44,900 0 0 131,600 0 0 112,582 0 0 0

実績 494,882 0 0 0 0 0 193,492 24,524 0 276,866 0 0 0

計画 42,500 0 0 42,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 33,415 3,110 0 0 7,995 0 2,500 0 13,570 0 2,500 3,740 0

計画 42,500 0 0 42,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 33,415 3,110 0 0 7,995 0 2,500 0 13,570 0 2,500 3,740 0

計画 2,877,243 89,300 502,564 931,302 169,100 68,300 213,752 183,100 297,433 83,550 78,541 181,550 78,751

実績 3,107,886 214,566 301,244 810,462 399,644 44,755 213,750 203,576 264,447 81,126 144,340 188,977 240,999

計画 1,396,800 79,300 202,000 305,000 65,300 65,300 105,700 72,300 112,700 72,300 72,300 172,300 72,300

実績 1,250,060 183,756 175,023 44,755 52,960 44,755 48,054 44,755 157,350 54,655 45,316 180,447 218,234

計画 63,000 10,000 10,000 10,000 0 0 0 5,000 5,000 5,000 5,000 8,000 5,000

実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画 510,000 0 0 510,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 713,650 0 0 713,650 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画 900,992 0 290,564 105,800 103,800 3,000 107,582 105,800 179,446 5,000 0 0 0

実績 1,144,176 30,810 126,221 52,057 346,684 0 165,696 158,821 107,097 26,471 99,024 8,530 22,765

計画 6,451 0 0 502 0 0 470 0 287 1,250 1,241 1,250 1,451

実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入累計

繰越金

収入計

区　　　分 内　　　　　訳

区　　　分 内　　　　　訳

負担金収入

指定管理業務負担金

年間収支の月別実績

事業費

調査研究事業

研修会等の開催 市町村職員研修

収蔵・保管事業

重要遺跡確認調査 測量調査ほか

埋蔵文化財の調査研究 資料収集ほか

分析・鑑定保存処理 木製品・金属製品保存処理ほか

収蔵・保管 コンテナほか

普及・啓発事業

収蔵資料展示公開

資料の特別利用

年報等の作成・配布

講座等の開催

協賛事業

常設展示ほか

資料の貸出等

調査年報の作成ほか

考古学教室の開催ほか

教育関連事業共催

別表２
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（単位：円）

年間収支の月別実績

合計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画 57,357,907 4,177,587 5,092,677 4,536,325 4,246,587 4,250,828 4,246,591 4,373,227 4,422,089 5,167,832 4,909,592 4,572,831 7,361,741

実績 63,164,934 2,412,303 4,445,698 4,562,712 4,459,728 4,686,116 5,265,314 6,008,122 4,625,063 4,206,607 5,629,053 5,846,765 11,017,453

計画 53,901,669 3,941,727 4,086,726 4,086,727 4,086,727 4,086,730 4,086,731 4,086,730 4,259,229 4,854,234 4,741,732 4,391,733 7,192,643

実績 61,273,149 2,263,785 4,062,823 4,458,113 4,389,357 4,498,773 5,168,307 5,915,263 4,427,956 4,152,678 5,543,892 5,786,326 10,605,876

計画 29,631,669 2,223,397 2,223,396 2,223,397 2,223,397 2,223,397 2,223,398 2,223,397 2,223,396 2,223,397 2,223,395 2,223,396 5,174,306

実績 35,856,619 2,263,785 2,283,683 2,678,973 2,580,217 2,719,633 3,389,167 2,571,123 2,648,816 2,193,538 3,607,177 3,344,736 5,575,771

計画 22,070,000 1,718,330 1,863,330 1,863,330 1,863,330 1,863,333 1,863,333 1,863,333 1,935,833 2,080,837 1,718,337 1,718,337 1,718,337

実績 23,013,680 0 1,779,140 1,779,140 1,809,140 1,779,140 1,779,140 3,344,140 1,779,140 1,959,140 1,615,390 1,585,390 3,804,780

計画 2,200,000 0 0 0 0 0 0 0 100,000 550,000 800,000 450,000 300,000

実績 2,402,850 0 0 0 0 0 0 0 0 0 321,325 856,200 1,225,325

計画 3,456,238 235,860 1,005,951 449,598 159,860 164,098 159,860 286,497 162,860 313,598 167,860 181,098 169,098

実績 1,891,785 148,518 382,875 104,599 70,371 187,343 97,007 92,859 197,107 53,929 85,161 60,439 411,577

計画 3,456,238 235,860 1,005,951 449,598 159,860 164,098 159,860 286,497 162,860 313,598 167,860 181,098 169,098

実績 1,891,785 148,518 382,875 104,599 70,371 187,343 97,007 92,859 197,107 53,929 85,161 60,439 411,577
実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計画 55,632,519 4,490,840 4,490,840 4,490,840 4,490,840 4,490,840 5,234,840 4,646,060 4,646,059 4,646,059 4,646,059 4,646,061 4,713,181

実績 52,554,504 0 783,629 696,330 908,382 692,412 940,446 737,301 23,263,807 636,402 863,294 729,855 22,302,646

計画 1,828,620 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385

実績 1,753,092 0 0 0 0 0 0 0 914,310 0 0 0 838,782

計画 36,811,380 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615 3,067,615

実績 35,290,908 0 0 0 0 0 0 0 18,405,690 0 0 0 16,885,218

計画 6,417,331 534,778 534,778 534,778 534,778 534,778 534,778 534,778 534,777 534,777 534,777 534,777 534,777

実績 6,152,245 0 0 0 0 0 0 0 3,208,650 0 0 0 2,943,595

計画 9,172,446 631,228 631,228 631,228 631,228 631,228 1,375,228 786,448 786,448 786,448 786,448 786,448 708,838

実績 8,051,869 0 686,253 696,330 710,546 692,412 736,602 633,838 735,157 532,939 679,490 624,850 1,323,452

計画 1,402,742 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,836 249,566

実績 1,306,390 0 97,376 0 197,836 0 203,844 103,463 0 103,463 183,804 105,005 311,599

計画 12,000,727 881,444 1,019,384 1,025,718 890,853 890,711 1,144,799 937,403 968,158 1,020,802 966,319 942,445 1,312,691

実績 12,000,727 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12,000,727

計画 12,000,727 881,444 1,019,384 1,025,718 890,853 890,711 1,144,799 937,403 968,158 1,020,802 966,319 942,445 1,312,691

実績 12,000,727 12,000,727

計画 132,008,000 9,695,885 11,213,220 11,282,895 9,799,380 9,797,825 12,592,795 10,311,436 10,649,739 11,228,825 10,629,511 10,366,887 14,439,602

実績 132,137,324 2,736,749 5,655,632 6,078,104 5,819,376 5,428,000 6,655,467 7,037,540 28,221,998 5,281,775 6,674,354 6,971,637 45,576,692

計画 132,008,000 9,695,885 20,909,105 32,192,000 41,991,380 51,789,205 64,382,000 74,693,436 85,343,175 96,572,000 107,201,511 117,568,398 132,008,000

実績 132,137,324 2,736,749 8,392,381 14,470,485 20,289,861 25,717,861 32,373,328 39,410,868 67,632,866 72,914,641 79,588,995 86,560,632 132,137,324

計画 0 22,496,115 11,282,895 0 22,390,620 12,592,795 0 21,878,564 11,228,825 0 21,560,489 11,193,602 0
実績 -129,324 29,455,251 23,799,619 17,721,515 44,092,139 38,664,139 32,008,672 57,161,132 28,939,134 23,657,359 49,173,005 42,201,368 ▲ 129,324

管理経費

維持管理業務

区　　　分 内　　　　　訳

複写機借上ほか

電気料ほか

清掃、空調機保守ほか

除排雪除排雪

施設の維持等

賃金

共済費

運営業務

施設利用ほか

役員報酬

職員給与

人件費

各種委託業務

支　出　計

支出累計

収支差額

その他経費

仮払消費税仮払消費税

普及活用補助員ほか

普及活用補助員ほか

理事長ほか

普及活用課職員ほか

理事長ほか共済費
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計画 実績 差引

負担金 指定管理業務負担金 120,007,273 120,007,273 0

その他収入 12,000,727 12,000,727 ▲ 0

仮払消費税 12,000,727 12,000,727 ▲ 0

132,008,000 132,008,000 ▲ 0

年間収支実績に関する内訳

収　入　計

収 入 の 部 （ 明 細 ）

区　　　分 内　　　　　訳
金額

別表３

33



計画 実績 差引

事業費 7,016,847 4,417,159 ▲ 2,599,688

調査研究事業 4,097,104 1,275,858 ▲ 2,821,246

重要遺跡確認調査 測量調査ほか 2,811,763 209,913 ▲ 2,601,850

埋蔵文化財の調査研究 資料収集ほか 530,259 536,215 5,956

分析・鑑定保存処理 木製品・金属製品保存処理ほか 466,000 34,848 ▲ 431,152

研修会等 289,082 494,882 205,800

収蔵・保管事業 42,500 33,415 ▲ 9,085

収蔵・保管 コンテナほか 42,500 33,415 ▲ 9,085

普及・啓発事業 2,877,243 3,107,886 230,643

収蔵資料展示公開 常設展示ほか 1,396,800 1,250,060 ▲ 146,740

資料の特別利用 資料の貸出等 63,000 0 ▲ 63,000

年報等の作成・配布 調査年報の作成ほか 510,000 713,650 203,650

講座等の開催 考古学教室の開催ほか 900,992 1,144,176 243,184

協賛事業 教育関連事業共催 6,451 0 ▲ 6,451

管理経費 57,357,907 63,164,934 5,807,027

維持管理業務 53,901,669 61,273,149 7,371,480

施設の維持等 電気料ほか 29,631,669 35,856,619 6,224,950

各種委託業務 清掃、空調機保守ほか 22,070,000 23,013,680 943,680

除排雪 除排雪 2,200,000 2,402,850 202,850

 

運営業務 3,456,238 1,891,785 ▲ 1,564,453

施設利用ほか 複写機借上ほか 3,456,238 1,891,785 ▲ 1,564,453

0

0

人件費 55,632,519 52,554,504 ▲ 3,078,015

報酬 所長・副所長 1,828,620 1,753,092 ▲ 75,528

職員給与 普及活用課職員ほか 36,811,380 35,290,908 ▲ 1,520,472

共済費 所長・副所長ほか 6,417,331 6,152,245 ▲ 265,086

賃金 普及活用補助員ほか 9,172,446 8,051,869 ▲ 1,120,577

共済費 普及活用補助員ほか共済費 1,402,742 1,306,390 ▲ 96,352

その他経費 12,000,727 12,000,727 ▲ 0

仮払消費税 12,000,727 12,000,727 ▲ 0

132,008,000 132,137,324 129,324

年間収支実績に関する内訳

支　出　計

支 出 の 部 （ 明 細 ）

金額(円)
区　　　分 内　　　　　訳
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 別紙４ 

 

管理の目標に係る達成状況に関する事項 

 

 管理の目標達成計画に対する実績（目標達成のため講ずべき措置等の実施状況、目標達成度の評

価結果、目標達成状況に関する説明等） 

                                                      

１ 目標達成のため講ずべき措置等の実施状況 

 （1）目標に対する実績 

 

 達成目標 業績指標 実    績 

 ①調査研究 ・重要遺跡確認調査 

（遺跡内容の把握） 

１遺跡 ○ クッチャロ湖畔遺跡の現地調査及び打ち合

わせを実施した。   

・市町村埋蔵文化財担当 

職員研修会等の実施 

年２回 

○ 北見市において出前研修会を実施した。 

○ 道立センターでの研修会は令和６年１２月 

１３日に実施した。 

 ②利用の促進 ・公開展示（常設展） 

 （常設展示室利用） 

通年１回 

（模様替え年1

回以上） 

○  通年開催した。 

・企画展に合わせた６回を含め、平均して２ヶ 

月に１回程度の模様替えを行った。 

・公開展示（企画展） 

（ホール・ロビー利用） 

「北の縄文展」

を含み年２回 
○ 年４回開催した。 

・利用者数  7,400人 

○ 8,850人の利用者があった。 

 

 ③普及啓発の

  推進 

・講座等の開催  年１９回 

（一般講座５回

体験講座５回

出前講座７回

講演会２回） 

○ 年１９回実施した。 

・講演会 ３回（報告会１回含む） 

・考古学講座  ５回  

・こども考古学教室 ５回  

・出前講座 ７回  （ほかに講師派遣６回） 

 ④利用者満足

  度の向上 

・利用者満足度の向上  80％以上 ○ 北海道教育委員会で実施した調査結果では

満足・やや満足が90.9％であった。 

○ 財団で行った満足度調査では満足・やや満

足が91％であった。また、講座・講演会で実施

した結果は95.2％であった。 

 ⑤地域住民等 

との協働推進 

・地域住民や関係機関との

協働及び、住民、学校、公

立施設等の協働 

 年１回以上 ○ 周辺施設と協働での事業を２回実施した。 

（かるちゃるnet事業２回） 

○ 文京台地区教育３施設連携事業では合同で 

リーフレットを作成した。 

○ 近隣教育機関等との連携講座（博物館実習 

、体験学習・施設見学等）を計３１回行った。 
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 (2) 取組の実施状況 

  ア 調査研究事業 

    ・ 令和６年度の重要遺跡確認調査は、浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡の調査を行った。 

クッチャロ湖畔遺跡はクッチャロ湖に面する擦文時代の大規模な竪穴住居跡群であり、

昭和４１年７月７日より北海道指定史跡である。４月にクッチャロ湖畔遺跡群について

浜頓別町教育委員会と打ち合わせ及び現地調査を行った。また９月頃を目処に情報収集

等を行い、１２月に浜頓別町にて浜頓別町教育委員会に、重要遺跡確認調査の計画変更

と令和６年度の調査について報告し、令和７年度に予想される調査内容について説明を

行った。今年度は計画変更のため関連資料予備調査とし、次年度の実施に向けての準備

期間とした。 

   ・ 埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を

行うこと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発すること、この二つの課題

を中心に保管出土品を活用した調査研究を実施した。 

①当センターで収蔵保管している滑石製遺物の産地同定を目標として、比較資料として

採取した道内外の岩石試料に対し、鉱物ごとの科学組成値の測定を昨年度から継続して

おこなっている。今年度は分析精度の向上を目指し、測定試料数を増やしていった。使

用機器は電子顕微鏡（JSM-IT200）である。 

②保管遺物を活用した体験学習については、こども考古学教室「縄文土器のヒミツをさ

ぐれ！」において、実際に縄文土器に触れる体験を行った。このような取り組みは展示

室においても同様に行っており、土器の破片や貝輪などに触れられるような展示を試み

ている。このような展示方法は、来館者の多くに縄文時代の文化や背景・生活様式等

を、より身近に直接感じ取ってもらえるものであると考える。 

   ・ 市町村埋蔵文化財担当職員を対象とした埋蔵文化財担当職員研修会は、北見市において

出前研修会「文化財デジタルデータの利活用について」を実施した。また北海道立埋蔵

文化財センターで埋蔵文化財担当職員研修会「埋蔵文化財発掘調査の現状と文化財デジ

タルデータの利活用について（Ⅱ）」を実施した。 

  イ 利用の促進 

・ 所蔵資料等により、通年の常設展示並びに年４回の企画展を開催した。企画展の開催・

終了に伴う６回の模様替えを含め、平均して２ヶ月に１回程度の模様替えを行った。 

・ 年間利用者数は8,850人で、目標指数 7,400人を 1,450人上回った。年間を通し、多く

の方に来館いただいた。 

   ・ 年間行事予定、施設案内、展示案内、講演会等の各事業、縄文工房体験コーナー紹介等

のリーフレット・パンフレット・ポスター・チラシ類を作製した。 

・ 野幌森林公園を散策しながらの利用を考え、かるちゃる net構成施設に広報資料を設置

した。 

   ・ 体験コーナーの利用者が来館者数の大きな比率を占めていることから、例年、個人や家

族などで気軽に楽しく利用できるよう体験コーナーの充実、新規メニューの開発を行い、

来館される方の満足度の向上を図っている。 

   ・ 一般向け、児童向け主要蔵書目録をホームページ上に公開した。 

   ・ 団体見学利用申込書を定め、受付の簡略化を図った。 

   ・ 体験講座等の内容をホームページ上に公開するなどして情報の提供を行い、団体見学の

際のイメージづくりや時間配分などの参考となるようにした。 

   ・ 各種広報誌や報道機関を積極的に活用するとともに、リーフレットやチラシの配布、ポ

スターの掲示などにより施設や講演会等事業の情報発信を行った。 

   ・ 外国人利用者への対応として、日本語と英語・中国語・韓国語・ロシア語をそれぞれ併

記した施設の概要案内４種のリーフレットを作製した。 

  ウ 普及・啓発事業 

・ 一般道民を対象とした講演会等を年３回、考古学講座を年５回、児童生徒対象の体験型

講座こども考古学教室を年５回（以上道民カレッジ連携）、児童生徒対象の市町村での

体験型出前講座を年７回実施した。 
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・ 関連施設等から寄せられる展示会・講座等の開催情報（ポスター・リーフレットなど）を 

速やかに館内掲示するなどして、来館者に情報提供を行った。 

 

２ 目標達成に関する説明等 

 (1) 調査研究事業 

  ・ 重要遺跡確認調査は、浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡について計画通りの調査を行った。 

    ・ 埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を行

うこと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発すること、この二つの課題を中心

に保管出土品を活用した調査研究を実施した。 

  ・ 市町村埋蔵文化財担当職員を対象とした埋蔵文化財担当職員研修会は、北見市において出

前研修会、北海道立埋蔵文化財センターで埋蔵文化財担当職員研修会を実施した。 

 (2)  利用の促進 

  ・ 通年の常設展示並びに年４回の企画展を計画どおり開催した。 

・ 年間利用者数は8,850人で、目標指数 7,400人を 1,450人上回った。年間を通し、多くの

方に来館いただいた。 

(3) 普及・啓発事業 

  ・ 講演会及び調査報告会は、新型コロナウイルス感染症に係る道教委からの通知や国・道の

設定する警戒ステージに基づき、定員減数措置を行ったうえで、計画通りの回数を実施し

た。 

  ・ 考古学講座は５回の計画のうち５回実施した。 

  ・ こども考古学教室は目標指標の５回を達成した。 

・ 市町村への出前講座は７回実施した。 

  ・ このほか、近隣市町村等からの講座等の要望に対しては講師派遣として対応し、６回実施

した。 

 

３ 目標達成度の評価結果 

 (1) 調査研究事業 

  ・ 重要遺跡調査について、調査計画など北海道教育委員会と適宜協議しながら行い、計画ど

おりの事業を達成できたと考える。 

・ 埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を行

うこと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発することの課題を中心に保管出土

品を活用した調査研究を実施した。①では分析精度の向上のため測定試料数を増やしてデー

タを蓄積し、②では製作に必要な道具・技術・素材採取地の確認など多くの情報を取得して

考古学講座に活かすことができたと考える。 

・ 市町村職員を対象とした研修会、北海道立埋蔵文化財センターでの研修会については、計

画どおり実施した。 

 

(2) 普及・啓発事業 

   ・ 各事業の回数については、管理の目標における事業指標は達成できており、計画どおり事

業をおこなうことができたものと考える。来館者数に反映させるため、出前講座や講師派遣

の際の学校施設等での活用の働きかけや、館外での各種イベント参加など、多様な形で施設

のＰＲと普及啓発を行っていくことが重要となる。 
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別紙５ 

 

その他教育委員会が必要と認める事項 

 

１ 当該年度に甲が実施した満足度調査の結果及びこれに対する改善措置等の状況（改善措置、次

年度業務計画への反映等） 

 

(1) 調査結果（調査件数134件） 

ア 利用者の性別 

        「男性」55.5％、「女性」44.5％である。前年度と比べると男性の割合が 13.3％増え、

男性の利用者の比率が高くなった。 

イ 年齢 

        年齢構成比率は「70歳以上」33.6％、「60代」19.4％、「50代」17.9％、「40代」

14.9％、「30代」11.2％、「20代」0.7％、「10代以下」2.2％である。 

前年比では「70歳以上」が 9％増加、「60代」「50代」は 4.4％、1.3％とそれぞれ減少

し、「40代」は 1.8％増加し、「20代」は 1.3％減、「10代以下」は 12％減少した。 

昨年度同様大きな変動はみられるが、「10代以下」の結果は、当センターの来館者比率と

相関しておらず、アンケートの依頼・協力の有無の影響を受けていると考えられる。 

  ウ 職業 

        「無職」34.1％（昨年比 5.2％増）、「会社員・公務員」28.8％（2.2％増）、「その

他」12.9％（1.2％増）、「学生」1.5％（9.4％減）、「自営業」6.1％（0.6％増）「主

婦」16.7％（0.2％増）である。昨年度に比べ「学生」が 10％近く減少した。 

エ 住所 

        「道内」99.2％、「道外」0.8％である。道内の利用者がほとんどである。講座・講演会

への参加者は道内在住者が 100％である。 

オ 施設を知った理由 

        「パンフレット・チラシ」36.0％（昨年比 5.2％増）、インターネット」18.0％（同

3.5％増）、「知人・友人の紹介」15.5％（同0.9％増）、「広報誌」6.2％（同 7.0％

減）、「ＳＮＳ」6.2％（同 6.2％増）、「ガイドブック」（同 0.7％減）「新聞・雑誌」

3.1％（同 1.3％減）、「学校」0.6％（同 5.1％減）、である。昨年度に比べ、新たな情報

収集媒体としてＳＮＳが台頭し、「インターネット」と併せると 24.2％と周知媒体のなか

で 4分の 1を占める。 

当センターにおいては「パンフレット」が周知する効果は全体の 3分の 1を占め、昨年に

引き続き高い。これは、札幌市内、特に厚別区や江別市内の図書館、公民館を重点的に、ポ

スター・チラシ等を配置した結果とみられる。 

カ 利用状況 

        「年数回」70.7％（昨年比 8.2％増）、「初めて」17.3％（同4.8％増）、「月数回」

7.5％（同 7.3％減）、「週数回」の利用者はなしとなっている。「年数回」の利用者が高い

傾向だが、「初めて」の来館者利用も全体の15％を超えているので、パンフレット等の周知

に効果があったと考える。 

  キ  利用目的  

    「講座・講演会への参加」57.0％（昨年比 6.3％減）、展示品の観覧 22.5％（同 4.0％

減）、「その他（体験コーナー）」20.5％（同 10.3％増）となっている 

    ク 満足度 

    総合的な満足度は、「満足」64.4％、「やや満足」26.5％で、合わせて 90.9％で、昨年

度の 93.8％から 2.9％減少である。 
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(2) 改善措置等の状況 

  ア 施設を知った理由について、「パンフレット・チラシ」の割合が一番高く、次いで「イン

ターネット」「ＳＮＳ」の順である。情報を仕入れる媒体がＳＮＳなどの普及でデジタル化

される一方で、当センターではポスターの配置など紙媒体による効果が最も高いので引き続

き維持していきたい。 

イ 施設自体の来館者の職業構成は、年齢構成を鑑みても小学生の利用が圧倒的に多く

51.3％、次に中学生、高校生となる。大学の講義の利用者以外にも、大学生や専門学校など

の若年層の利用が促されるような働きかけが必要と考える。 

   

 (3) 次年度業務計画への反映 

    ア 年度当初や事業ごとに、道内主要博物館・美術館等、近隣の小・中学校、高校、大学、近

隣の公共施設・観光施設・商業施設などへパンフレット、行事予定、ポスター、チラシなど

を送付・配布しているが、昨年度同様に今年度もその効果が高かったため、引き続きパンフ

レット等を送付・配布し周知を図ることとする。 

イ ホームページで情報収集する来館者も多いとみられることから、今後も内容を充実してい

く。また、若年層向けに周知する対策も講じていく。 

    ウ 講演会・講座への参加が安定している。こども考古学教室についても昨年度以上に興味を

持ってもらえる企画内容を引き続き検討していく。 

    エ 体験コーナーについては、児童デイサービス等の団体利用を含め順調な利用が見られる。 

    オ  パンフレット・チラシの配布、財団の広報誌での紹介はこれまでと同様に行いながら、

機会があれば、各情報交流の場でのパネル展や、民間の雑誌（じゃらんほか）への掲載な

ど、広報方法や内容をさらに充実することとしたい。 

 

２ 乙が自ら実施した利用者満足度調査の把握のための取組の実績、苦情・意見等の内容及び対応

の概要（改善措置、次年度業務計画への反映等） 

 

 (1) 満足度調査の結果 

    ア 来館者（展示、体験、施設見学） 

   ・  性別 

     「女性」が57.8％、「男性」が 42.2％である。 

   ・  満年齢 

      「～12」が 56.6％、「45～64」が 15.7％、「25～44」が 13.3％、「65～74」が

4.8％、「75～」が 4.8％、「13～15」が 4.8％「19～24」が 0.0％である。 

   ・  職業等 

      「小学生」が 51.3％、「会社員・公務員・団体職員」が17.1％、「その他」が

9.2％、「無職」が 11.8％、「自営業」が 2.6％、「中学生」が 5.3％、「高校生」 

2.6％がである。 

・  居住地 

   「道内」が 92.9％、道外が 7.1％である。「道内」のうち「札幌」が52.3％、「江

別」が 33.8％、「北広島」が 12.3％「苫小牧」が1.5％、そのほか「函館」「名寄」

「南幌」である。「道外」は「埼玉」「東京」などである。 

・ 催し内容、展示品の満足度 

        「満足」65.7％、「やや満足]24.6％で、合わせて 90.3％である。 

      ・  施設の利用 

          「初めて」が 43.0％「年に数回」が31.6％で合わせて 74.6％を占める。次いで「月に

数回」が 15.2％、「数年に 1度」が 10.1％である。 

   ・ 情報源 

「家族・知人の紹介」32.5％と全体の 3割を占め、次に「インターネット」が多く

24.7％である。 
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・ 利用目的 

       「体験学習」が 52.9％、「展示の閲覧」が 34.6％、「講座・講演会への参加」1.9％

「図書閲覧」「その他」が 2.8％である。体験学習が 5割を占めている。 

 

イ 講演会・講座（講演会 1回・考古学講座 3回の計 4回の総平均） 

  ・ 性別 

    「男性」が70.1％、女性が 29.9％である。 

・ 年齢 

「64～74」が 49.6％、「45～64」が 33.3％、「75～」が 16.3％、合わせて 99.2％を占

める。 

  ・ 居住地 

    全て「道内」であり、「札幌」・「江別市内」が 86.6％（4回の平均）と主体である。 

そのほか、「恵庭」「千歳」「安平」「岩見沢」「羽幌」からの来場がある。 

 ・ 講座等を知った方法 

     実施回によって差がみられるが、「パンフレット」が総平均48.8％（45.1％～

51.4％）と全体で 5割弱、「インターネット」が総平均 21.1％（16.1％～25.4％）と全体

で 2割弱、「道民カレッジ連携講座一覧」が総平均 9.9％（6.8％～11.3％）と、これらで 8

割強を占める。特にパンフレット配付による広報の効果があったと思われる。「広報誌」は

総平均 6.5％（3.3％～9.2％）、「家族・知人の紹介」は総平均 5.6％（4.2％～6.7％）、

「新聞・雑誌」は総平均3.1％（1.4％～4.4％）、「テレビ・ラジオ」は0％、「その他」

は総平均 5.0％（1.1％～8.1％）である。 

 ・ 内容満足度 

    各回とも「満足」・「やや満足」が 9割を占めている。「やや不満」・「不満」は合わせ

ても最高で 1.5％以下に留まった。 

  ・ 満足度の理由 

    実施回によって大きく差がみられる。「興味がわいた」が総平均82.4％（76.9％～

87.0％）である。「より専門的に」は総平均10.5％（9.6％～11.1％）、「もっと一般的

に」が総平均 5.4％（1.9％～11.5％）、「難解だ」が総平均 1.7％（0.0％～4.6％）となっ

ており、参加者とって難解に感じられる回もあった。現状の水準を求める層とのバランスを

考えつつ、専門的情報を取り入れる工夫を模索していく必要がある。 

 

 (2)  改善措置等の状況 

  ・ アンケートの回答は、来館者は 83名から、講演会・講座は 4講座併せて計 254名から、

いただいた。特に後者に関しては、回収率は88.5％と良好であった。 

  ・ 展示への評価に加え、スタンプ手帳、シールラリー、持ち帰り体験キット等の企画が高い

評価を得ている。体験に関する需要が高いため、体験メニューやスタンプ、シールラリーの

リニューアルを継続的に進めていく必要がある。 

  ・ 来館者の「満足」「やや満足」は 90.9％、講演会・講座参加者の「満足」が最高 81.1％

（61.1％～81.1％）と 8割を超え、「満足」「やや満足」を平均すると90％以上を維持し

ており参加者の満足度は向上している。展示内容や体験メニュー、講演会・講座の内容、さ

らには職員やスタッフの応対も含めて、一定の評価をいただいているものととらえられる。

特に展示物の評価が高く、また勾玉作り等の体験コーナーも大変好評である。 

 

(3) 次年度業務計画への反映 

  ・ 人づてで周知が広がりチラシの配布などの効果もあると考えられることから、引き続き 

ＰＲの方法について継続していきたい。 

  ・ インターネットを見て来館される比率の増加を受けて、ホームページの内容や見やすさな

ど、各年代の多くの方に興味を持っていただけるように、より一層の充実を図る。 

  ・ 新聞・雑誌等へできる限り掲載することとし、センターを知っていただくきっかけを増や

して新規利用者増に繋げていきたい。 
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    ・ 事業内容の充実を図り、職員及びスタッフの来館者への対応に十分配慮しながら事業を行

っていく。 

 

  ・ こどもから大人まで、それぞれが楽しめるような事業や新しいしかけなど、利用者にとっ

て、さらに魅力ある施設となるための工夫を考えていく。また、センターの来館者構成の上

で来館者数のもっとも少ない若年層、特に 10代後半から 20代前半の方々へ向けての情報発

信の方法も熟慮していきたい。 

 

 

３ 苦情・意見等 

  令和６年度において苦情等はなかったが、飲物の自動販売機の設置を求める声が多くあった。

また、講座のアーカイブ配信などを希望する意見もあった。 


